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『
し
ぐ
れ
』

室
町
物
語

改
作

絵
巻

奈
良
絵
本

は
じ
め
に 

物
語
文
学
の
流
れ
の
な
か
で
、
同
じ
主
題
を
持
つ
物
語
が
王
朝
物
語
か
ら

中
世
王
朝
物
語
へ
と
至
り
、
室
町
の
公
家
物
語
へ
と
趣
向
を
変
え
な
が
ら
変

貌
す
る
こ
と
は
、
夙
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
百
本
以
上
の
伝
本
を
数

え
る
『
住
吉
物
語
』
は
、
同
じ
筋
立
て
を
持
ち
な
が
ら
改
作
が
重
ね
ら
れ
、

諸
本
間
に
お
い
て
王
朝
物
語
か
ら
中
世
的
な
物
語
へ
の
展
開
を
見
せ
て
い
る

（
注
一
）
。
王
朝
物
語
で
あ
る
『
し
の
び
ね
』
の
影
響
を
受
け
成
立
し
た
『
し

ぐ
れ
』
物
語
も
、
室
町
物
語
と
し
て
比
較
的
多
く
の
伝
本
が
伝
わ
り
、
版
本

と
も
な
っ
て
長
く
人
々
に
愛
さ
れ
た
物
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
永

正
十
年
の
奥
書
を
持
つ
彩
色
絵
巻
（
永
正
絵
巻
）
か
ら
、
他
の
諸
本
へ
の
展

開
は
大
き
く
、
伝
本
間
に
お
い
て
「
王
朝
物
語
的
な
も
の
か
ら
室
町
物
語
的

な
も
の
へ
の
質
的
な
変
容
」
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
二
）
。

こ
の
『
し
ぐ
れ
』
伝
本
の
う
ち
、
蓬
左
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
・
東
洋
文
庫
蔵

奈
良
絵
本
の
系
統
は
、
永
正
絵
巻
発
見
以
前
に
は
流
布
本
か
ら
大
き
く
隔
た

る
特
異
な
本
文
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
（
注
三
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
近

年
永
正
絵
巻
の
研
究
が
進
む
な
か
で
、
伝
本
間
の
過
渡
期
的
な
特
徴
を
示
す

も
の
と
し
て
、
そ
の
位
置
付
け
を
再
考
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
注

四
）
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
蓬
左
文
庫
本
系
統
の
本
文
を
基
軸
と
し
て
、
『
し

ぐ
れ
』
物
語
の
展
開
を
具
体
的
に
捉
え
、
蓬
左
文
庫
本
の
特
徴
と
諸
本
に
お

け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
。

一
、
『
し
ぐ
れ
』
物
語
に
つ
い
て 

ま
ず
、
『
し
ぐ
れ
』
物
語
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
物
語

内
容
と
諸
本
に
つ
い
て
説
明
し
た
う
え
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
諸
本
間
の

関
係
が
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
す
る
。

末松美咲



一‐

一
、
『
し
ぐ
れ
』
概
要 

『
し
ぐ
れ
』
物
語
は
、
大
臣
家
の
男
君
と
、
親
に
死
に
別
れ
た
美
し
い
女

君
と
の
悲
恋
を
描
く
公
家
物
語
で
あ
る
。
梗
概
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

左
大
臣
に
は
男
女
二
人
の
子
供
が
い
た
。
男
君
で
あ
る
中
将
は
、
病
を
得

て
清
水
寺
に
参
籠
し
て
い
る
妹
君
を
訪
ね
た
際
、
に
わ
か
に
降
り
出
し
た
時

雨
に
行
き
あ
ぐ
ね
る
女
君
を
見
か
け
、
傘
を
貸
し
た
。
中
将
は
美
し
い
女
君

の
様
子
に
心
を
奪
わ
れ
懸
想
す
る
。
し
か
し
、
清
水
寺
の
別
当
も
こ
の
女
君

に
懸
想
し
、
女
君
の
乳
母
に
語
ら
っ
て
女
君
を
奪
う
計
画
を
立
て
る
。
こ
の

こ
と
を
聞
い
た
乳
母
子
の
侍
従
は
、
女
君
に
別
当
の
計
画
を
伝
え
、
女
君
を

伴
っ
て
隣
の
局
へ
と
避
難
す
る
。
そ
こ
は
中
将
の
妹
君
の
籠
る
局
で
あ
っ
た
。

中
将
は
こ
れ
を
仏
の
利
生
と
喜
ん
で
、
女
君
を
父
大
臣
邸
に
連
れ
帰
り
、
二

人
は
と
も
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
中
将
の
父
大
臣
は
左

大
将
家
の
姫
君
と
の
縁
談
を
取
り
決
め
る
。
中
将
は
気
の
進
ま
な
い
様
子
で

あ
っ
た
が
、
両
親
か
ら
強
ち
に
責
め
ら
れ
、
左
大
将
家
の
姫
君
と
結
婚
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
左
大
将
家
の
姫
君
と
の
結
婚
後
も
、
中
将
の

心
は
女
君
に
あ
り
、
姫
君
の
も
と
に
は
一
向
に
居
つ
か
な
い
。
こ
の
様
子
を

見
た
左
大
将
の
北
の
方
は
、
陰
陽
師
を
呼
び
中
将
に
呪
詛
を
か
け
た
。
こ
の

呪
詛
に
よ
っ
て
中
将
は
女
君
の
こ
と
を
忘
れ
、
茫
洋
と
し
た
気
分
で
左
大
将

家
に
留
ま
っ
た
。
女
君
は
中
将
の
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
侍
従
の
お

ば
で
あ
る
丹
後
の
内
侍
を
頼
ん
で
、
大
臣
家
を
ひ
っ
そ
り
と
去
り
、
内
侍
の

局
に
入
っ
た
。
宮
中
で
は
、
帝
が
内
侍
の
局
に
い
る
女
君
に
興
味
を
持
ち
、

女
君
は
帝
の
寵
愛
を
受
け
る
。
し
か
し
、
女
君
は
中
将
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
宮
中
で
そ
の
気
配
を
感
じ
る
の
も
苦
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

折
、
中
将
の
妹
君
が
女
御
と
し
て
入
内
す
る
が
、
帝
は
女
君
に
ば
か
り
心
を

奪
わ
れ
、
何
か
に
つ
け
て
優
遇
す
る
様
子
で
あ
っ
た
。
女
君
も
つ
い
に
は
覚

悟
し
、
女
御
と
し
て
承
香
殿
に
入
る
。
一
方
中
将
は
、
帝
に
呼
ば
れ
て
参
内

し
た
際
、
腰
の
あ
た
り
に
入
れ
ら
れ
た
ま
じ
な
い
の
形
代
を
発
見
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
呪
詛
が
解
け
、
女
君
の
こ
と
を
思
い
出
す
が
、
大
臣
邸
に
は
す
で

に
女
君
の
姿
は
な
か
っ
た
。
中
将
は
、
承
香
殿
の
女
御
が
女
君
で
は
な
い
か

と
思
い
至
り
、
確
認
に
向
か
う
と
、
ま
さ
に
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
出
家
を
決

意
し
た
中
将
は
侍
従
に
別
れ
の
挨
拶
を
伝
え
、
横
川
に
上
り
髪
を
下
ろ
し
た
。

中
将
の
出
家
を
知
っ
た
女
君
は
悲
し
み
、
皇
子
や
姫
宮
が
誕
生
し
栄
華
を
極

め
て
も
、
な
お
も
中
将
を
想
い
心
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
『
し
ぐ
れ
』
の
よ
う
に
、
「
相
愛
と
な
っ
た
男
女
が
何
ら
か
の
障
害

に
よ
っ
て
離
れ
た
後
、
女
君
は
帝
に
寵
愛
さ
れ
栄
華
を
極
め
、
男
君
は
出
家

す
る
」
と
い
う
型
は
、
王
朝
物
語
で
あ
る
『
し
の
び
ね
』
と
類
似
し
、
「
し

の
び
ね
型
」
と
呼
ば
れ
る
。
『
し
の
び
ね
』
は
、
も
と
は
平
安
時
代
末
期
に

成
立
し
て
い
た
物
語
で
あ
る
。
現
在
は
散
逸
し
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
改
作
し

た
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
『
し
の
び
ね
』
を
代
表
と
す
る
「
し
の
び
ね
」

型
の
物
語
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
流
行
し
、
『
む
ぐ
ら
』
『
あ
さ
ぎ

り
』
な
ど
多
く
の
「
し
の
び
ね
型
」
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。
『
し
ぐ
れ
』

も
、
一
連
の
「
し
の
び
ね
型
」
の
擬
古
物
語
群
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

ま
た
『
し
ぐ
れ
』
は
鎌
倉
時
代
の
散
逸
物
語
で
あ
る
「
恋
に
身
か
ふ
る
」
を

改
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
注
五
）
、
王
朝
物
語
の

系
譜
を
引
く
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
し
ぐ
れ
』
の
現
存
伝
本
の
数
は
多
く
、
松
本
隆
信
氏
は
「
増
訂
室
町
時

代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」
に
お
い
て
三
十
本
近
い
伝
本
を
挙
げ
て
い
る

（
注
六
）
。
そ
の
後
も
国
内
外
か
ら
新
た
な
伝
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

『
し
ぐ
れ
』
の
諸
本
を
考
察
す
る
う
え
で
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
永
正
絵
巻

（
個
人
蔵
）
の
発
見
で
あ
ろ
う
（
注
七
）
。
永
正
絵
巻
発
見
以
前
は
、
永
正

十
七
年
の
奥
書
を
持
つ
写
本
（
永
正
写
本
）
が
最
古
の
写
本
と
さ
れ
、
代
表

的
な
本
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
永
正
絵
巻
は
、
こ
の
永
正
写
本
か
ら
更

に
七
年
遡
る
永
正
十
年
の
奥
書
を
持
つ
。
ま
た
こ
の
絵
巻
の
奥
書
に
は
「
永

正
第
十
八
月
十
七
日
之
を
書
く
／
行
年
二
十
八
歳
拙
女
」
と
あ
り
、
書
写
年

月
日
と
と
も
に
二
十
八
歳
の
女
性
が
書
写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
し
ぐ
れ
』

物
語
の
享
受
を
示
す
重
要
な
伝
本
で
あ
る
。

本
稿
で
は
先
行
研
究
に
倣
い
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
写
本
（
永
正
写
本
）

に
代
表
さ
れ
る
本
文
を
持
つ
伝
本
群
を
Ａ
、
天
理
図
書
館
蔵
写
本
お
よ
び
竜

門
文
庫
蔵
写
本
に
代
表
さ
れ
る
本
文
を
持
つ
伝
本
群
を
Ｂ
（
以
下
ま
と
め
て

Ｂ
類
本
と
す
る
）
、
蓬
左
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
蓬
左
文
庫
本
）
系
統
を
Ｃ
と

し
て
分
類
し
、
新
た
に
Ｄ
類
と
し
て
永
正
絵
巻
を
加
え
た
。

Ａ
類

（
イ
）
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
永
正
十
年
写
本
一
冊

（
ロ
）
学
習
院
大
学
蔵
写
本
一
冊
（
室
町
末
）

（
ハ
）
多
和
文
庫
蔵
写
本
一
冊
（
江
戸
初
期
）

Ｂ
類

Ⅰ

天
理
図
書
館
蔵
寛
永
十
四
年
写
本
一
冊

Ⅱ
（
イ
）
竜
門
文
庫
蔵
元
和
三
年
写
本
一
冊

享
保
六
年
藤
谷
小
左
衛
門
刊
絵
入
本
五
巻

（
ロ
）
正
保
慶
安
刊
絵
入
本
三
巻

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
奈
良
絵
巻
五
軸
（
江
戸
前
期
）

（
ハ
）
寛
文
十
一
年
鱗
形
屋
刊
絵
入
本
三
巻

天
和
四
年
鱗
形
屋
刊
絵
入
本
三
巻

（
ニ
）
享
保
十
三
年
近
江
屋
九
兵
衛
刊
絵
入
本
二
巻

Ｃ
類

蓬
左
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
五
冊
（
江
戸
前
期
）

東
洋
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
二
冊
（
江
戸
前
期
）

Ｄ
類

個
人
蔵
永
正
十
年
絵
巻
三
巻

こ
こ
で
は
代
表
的
な
伝
本
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
国
内
外
に
お

い
て
多
く
の
奈
良
絵
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
日
本
文
学

研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
奈
良
絵
本
、
奈
良
教
育
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
、
個
人

蔵
屏
風
（
元
奈
良
絵
本
）
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
外
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
パ
リ
・
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・

チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
時
代
前
期
作
と
考
え
ら
れ

る
奈
良
絵
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
奈
良
絵
本
の
多
く
は
Ｂ

類
系
統
で
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
の
絵
入
り
版
本
と
奈
良
絵
本
の
関
係
を
考

え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
事
例
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
Ｂ
類
系
統
に
は
多
く
の
伝
本
が
存
在
す
る
が
、
Ｃ
類
系
統
は

現
在
の
と
こ
ろ
蓬
左
文
庫
本
、
東
洋
文
庫
本
の
二
本
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
Ａ
類
や
Ｂ
類
の
二
種
に
比
べ
本
文
も
特
徴
的
で
あ
る
な
ど
、
特
異
な
系

統
で
あ
る
。

『しぐれ』物語の展開



系
譜
を
引
く
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
し
ぐ
れ
』
の
現
存
伝
本
の
数
は
多
く
、
松
本
隆
信
氏
は
「
増
訂
室
町
時

代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」
に
お
い
て
三
十
本
近
い
伝
本
を
挙
げ
て
い
る

（
注
六
）
。
そ
の
後
も
国
内
外
か
ら
新
た
な
伝
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

『
し
ぐ
れ
』
の
諸
本
を
考
察
す
る
う
え
で
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
永
正
絵
巻

（
個
人
蔵
）
の
発
見
で
あ
ろ
う
（
注
七
）
。
永
正
絵
巻
発
見
以
前
は
、
永
正

十
七
年
の
奥
書
を
持
つ
写
本
（
永
正
写
本
）
が
最
古
の
写
本
と
さ
れ
、
代
表

的
な
本
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
永
正
絵
巻
は
、
こ
の
永
正
写
本
か
ら
更

に
七
年
遡
る
永
正
十
年
の
奥
書
を
持
つ
。
ま
た
こ
の
絵
巻
の
奥
書
に
は
「
永

正
第
十
八
月
十
七
日
之
を
書
く
／
行
年
二
十
八
歳
拙
女
」
と
あ
り
、
書
写
年

月
日
と
と
も
に
二
十
八
歳
の
女
性
が
書
写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
し
ぐ
れ
』

物
語
の
享
受
を
示
す
重
要
な
伝
本
で
あ
る
。

本
稿
で
は
先
行
研
究
に
倣
い
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
写
本
（
永
正
写
本
）

に
代
表
さ
れ
る
本
文
を
持
つ
伝
本
群
を
Ａ
、
天
理
図
書
館
蔵
写
本
お
よ
び
竜

門
文
庫
蔵
写
本
に
代
表
さ
れ
る
本
文
を
持
つ
伝
本
群
を
Ｂ
（
以
下
ま
と
め
て

Ｂ
類
本
と
す
る
）
、
蓬
左
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
（
蓬
左
文
庫
本
）
系
統
を
Ｃ
と

し
て
分
類
し
、
新
た
に
Ｄ
類
と
し
て
永
正
絵
巻
を
加
え
た
。

Ａ
類

（
イ
）
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
永
正
十
年
写
本
一
冊

（
ロ
）
学
習
院
大
学
蔵
写
本
一
冊
（
室
町
末
）

（
ハ
）
多
和
文
庫
蔵
写
本
一
冊
（
江
戸
初
期
）

Ｂ
類

Ⅰ

天
理
図
書
館
蔵
寛
永
十
四
年
写
本
一
冊

Ⅱ
（
イ
）
竜
門
文
庫
蔵
元
和
三
年
写
本
一
冊

享
保
六
年
藤
谷
小
左
衛
門
刊
絵
入
本
五
巻

（
ロ
）
正
保
慶
安
刊
絵
入
本
三
巻

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
奈
良
絵
巻
五
軸
（
江
戸
前
期
）

（
ハ
）
寛
文
十
一
年
鱗
形
屋
刊
絵
入
本
三
巻

天
和
四
年
鱗
形
屋
刊
絵
入
本
三
巻

（
ニ
）
享
保
十
三
年
近
江
屋
九
兵
衛
刊
絵
入
本
二
巻

Ｃ
類

蓬
左
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
五
冊
（
江
戸
前
期
）

東
洋
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
二
冊
（
江
戸
前
期
）

Ｄ
類

個
人
蔵
永
正
十
年
絵
巻
三
巻

こ
こ
で
は
代
表
的
な
伝
本
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
国
内
外
に
お

い
て
多
く
の
奈
良
絵
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
日
本
文
学

研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
奈
良
絵
本
、
奈
良
教
育
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
、
個
人

蔵
屏
風
（
元
奈
良
絵
本
）
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
外
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
パ
リ
・
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・

チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
時
代
前
期
作
と
考
え
ら
れ

る
奈
良
絵
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
奈
良
絵
本
の
多
く
は
Ｂ

類
系
統
で
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
の
絵
入
り
版
本
と
奈
良
絵
本
の
関
係
を
考

え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
事
例
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
Ｂ
類
系
統
に
は
多
く
の
伝
本
が
存
在
す
る
が
、
Ｃ
類
系
統
は

現
在
の
と
こ
ろ
蓬
左
文
庫
本
、
東
洋
文
庫
本
の
二
本
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
Ａ
類
や
Ｂ
類
の
二
種
に
比
べ
本
文
も
特
徴
的
で
あ
る
な
ど
、
特
異
な
系

統
で
あ
る
。

末松美咲



一‐

二
、
先
行
研
究
に
お
け
る
諸
本
の
位
置
づ
け 

『
し
ぐ
れ
』
物
語
の
諸
本
関
係
に
つ
い
て
は
、
早
く
松
本
隆
信
氏
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
永
正
絵
巻
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
近

年
松
本
氏
の
論
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
節
で
は
、
松
本
氏
の
分
類
と

そ
の
後
の
研
究
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
松
本
隆
信
氏
は
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡

明
目
録
」
に
お
い
て
、
『
し
ぐ
れ
』
物
語
の
三
十
本
近
い
伝
本
を
挙
げ
、
Ａ

類
・
Ｂ
類
・
Ｃ
類
に
分
類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
本
文
を

詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
先
後
関
係
を
論
じ
た
（
注
八
）
。
そ
こ
で
は
、
書
写

年
代
や
和
歌
の
数
、
物
語
内
容
の
整
合
性
な
ど
か
ら
、
永
正
写
本
を
含
む
Ａ

類
本
が
最
も
古
態
を
残
す
伝
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｂ

類
本
の
二
種
と
Ｃ
類
諸
本
を
比
較
し
、
Ａ
類
本
を
も
と
に
Ｂ
類
系
統
の
古
本

が
派
生
し
、
そ
こ
か
ら
Ｂ
類
本
の
二
系
統
が
そ
れ
ぞ
れ
に
成
立
し
た
と
す
る
。

ま
た
Ｃ
類
本
に
つ
い
て
は
、
和
歌
の
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
Ｂ
類
本
に
属
す

る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、
Ｂ
類
本
に
比
べ
増
補
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

Ｂ
類
本
の
二
種
と
文
章
が
大
幅
に
離
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
し
、
Ｃ
類
本

は
「
極
め
て
特
徴
の
あ
る
異
本
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
本
の
性
質
、
数
か
ら
い

っ
て
も
、
さ
し
て
古
い
本
文
と
は
思
わ
れ
な
い
。
恐
ら
く
Ｂ
類
第
一
・
二
種

本
の
い
ず
れ
か
を
拠
り
所
と
し
て
、
全
く
新
た
に
本
文
を
作
成
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
（
注
九
）
。

松
本
氏
の
示
し
た
諸
本
関
係
図
を
本
稿
の
論
旨
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
括
弧
内
は
現
存
し
な
い
が
存
在

し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
伝
本
を
表
し
て
い
る
。

Ｂ
類
第
一
種

Ａ
類

（
Ｂ
類
系
統
古
本
）

Ｂ
類
第
二
種

Ｃ
類

こ
の
松
本
隆
信
氏
に
よ
る
諸
本
分
類
の
後
、
永
正
絵
巻
が
発
見
さ
れ
、
若

杉
準
二
氏
を
中
心
と
す
る
絵
詞
研
究
会
に
よ
り
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た

（
注
一
〇
）
。
そ
の
な
か
で
金
光
桂
子
氏
は
、
永
正
絵
巻
を
仮
に
Ｄ
と
し
、

改
め
て
永
正
絵
巻
を
含
め
た
諸
本
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
注
一
一
）
。

金
光
氏
は
、
主
に
Ａ
類
本
で
あ
る
永
正
写
本
と
Ｄ
と
し
て
位
置
付
け
た
永
正

絵
巻
を
比
較
し
、
Ａ
本
に
対
し
て
Ｄ
本
は
古
風
な
文
体
を
残
す
こ
と
、
Ｄ
本

で
は
心
情
描
写
を
丹
念
に
描
く
な
ど
王
朝
文
学
に
近
い
描
写
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
Ｄ
本
が
王
朝
物
語
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ａ
本
は
よ
り
室
町

物
語
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
松
本
氏
に
よ
っ
て
最

古
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
Ａ
本
よ
り
も
、
Ｄ
本
の
方
が
古
い
物
語
の
形

を
残
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
金
光
氏
は
、
Ｂ
・
Ｃ
類
を
Ａ
・
Ｄ
本
と
合
わ
せ
て
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
Ｄ
本
か
ら
Ａ
本
へ
と
細
か
な
本
文
の
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

述
べ
、
Ｂ
・
Ｃ
類
は
そ
の
過
程
で
の
過
渡
期
的
な
形
を
留
め
た
、
Ａ
類
よ
り

も
一
つ
前
段
階
の
本
文
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
Ｄ
類
本
を
含
め

改
め
て
諸
本
の
展
開
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｄ
類

Ｂ
・
Ｃ
類

Ａ
類

こ
こ
で
は
単
純
化
し
て
示
し
た
が
、
諸
本
の
前
後
関
係
は
勿
論
こ
う
し
た

直
線
的
な
関
係
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
複
雑
に
分
岐
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
物
語
中
の
和
歌
に
関
し
て
は
、
Ｂ
・
Ｃ
類
の

和
歌
は
Ａ
類
よ
り
も
二
十
首
以
上
も
少
な
い
た
め
、
Ｂ
・
Ｃ
類
が
和
歌
を
省

略
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
Ａ
類
の
方
が
よ
り
古
態
を
留
め
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（
注
一
二
）
。
こ
の
和
歌
の
問
題
は
、
Ｄ
か
ら
Ｂ
・
Ｃ
類
を
経

て
Ａ
類
へ
と
直
線
的
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

安
達
敬
子
氏
に
よ
っ
て
、
Ａ
本
に
Ｄ
本
よ
り
も
古
い
本
文
を
有
す
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
注
一
三
）
、
基
本
的
な
筋
書
き
は
保
持
さ

れ
た
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
Ａ
類
も
し
く
は
Ｄ
本
が
古
態
を

留
め
た
本
文
を
有
し
て
お
り
、
Ｂ
・
Ｃ
類
は
い
ず
れ
か
古
い
本
文
か
ら
展
開

し
た
先
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
蓬

左
文
庫
本
が
属
す
る
Ｃ
類
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
松
本
氏
は
Ｃ
類
が
諸
本
の
う

ち
で
も
最
も
後
の
形
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｄ

本
を
含
め
改
め
て
諸
本
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
松
本
氏
に
よ
っ
て
Ｃ

類
に
独
自
の
増
補
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
本
文
が
、
古
態
を
残
す
Ｄ
本
と
共

通
す
る
箇
所
と
し
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
蓬
左
文
庫
本
の
本
文
を
諸
本
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
Ｃ
類
の
位
置
付
け
を
再
検
討
し
た
い
。

二
、
物
語
構
成
の
展
開 

Ｃ
類
の
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
Ｄ
本
で
あ
る
永
正
絵
巻
か

ら
、
他
の
諸
本
へ
と
至
る
な
か
で
、
物
語
と
し
て
ど
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ

た
の
か
を
ま
ず
は
確
認
し
た
い
。
Ｄ
類
に
対
し
Ａ
類
で
は
、
文
章
表
現
や
登

場
人
物
の
心
情
な
ど
が
簡
略
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
筋
書
き
が
単
純

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
一
四
）
。
こ
こ

で
は
、
筋
書
き
の
単
純
化
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
を
詳
し
く
確
認

し
て
ゆ
く
。

二‐

一
、
筋
書
き
の
簡
略
化

次
頁
に
挙
げ
た
【
諸
本
構
成
対
応
表
】
は
、
『
し
ぐ
れ
』
の
冒
頭
か
ら
、

中
将
の
縁
談
話
が
持
ち
上
が
る
場
面
ま
で
の
構
成
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

（
注
一
五
）
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
類
に
つ
い
て
は
、
構
成
に
大
き
な
違
い
は
な
い

が
、
Ｄ
類
本
と
比
べ
る
と
、
細
か
い
記
事
の
移
動
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
と

り
わ
け
、
場
面
が
大
臣
邸
に
移
っ
て
か
ら
（
表

～

）
の
入
れ
替
え
は
激

し
い
。

『しぐれ』物語の展開



改
め
て
諸
本
の
展
開
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｄ
類

Ｂ
・
Ｃ
類

Ａ
類

こ
こ
で
は
単
純
化
し
て
示
し
た
が
、
諸
本
の
前
後
関
係
は
勿
論
こ
う
し
た

直
線
的
な
関
係
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
複
雑
に
分
岐
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
物
語
中
の
和
歌
に
関
し
て
は
、
Ｂ
・
Ｃ
類
の

和
歌
は
Ａ
類
よ
り
も
二
十
首
以
上
も
少
な
い
た
め
、
Ｂ
・
Ｃ
類
が
和
歌
を
省

略
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
Ａ
類
の
方
が
よ
り
古
態
を
留
め
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（
注
一
二
）
。
こ
の
和
歌
の
問
題
は
、
Ｄ
か
ら
Ｂ
・
Ｃ
類
を
経

て
Ａ
類
へ
と
直
線
的
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

安
達
敬
子
氏
に
よ
っ
て
、
Ａ
本
に
Ｄ
本
よ
り
も
古
い
本
文
を
有
す
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
注
一
三
）
、
基
本
的
な
筋
書
き
は
保
持
さ

れ
た
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
Ａ
類
も
し
く
は
Ｄ
本
が
古
態
を

留
め
た
本
文
を
有
し
て
お
り
、
Ｂ
・
Ｃ
類
は
い
ず
れ
か
古
い
本
文
か
ら
展
開

し
た
先
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
蓬

左
文
庫
本
が
属
す
る
Ｃ
類
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
松
本
氏
は
Ｃ
類
が
諸
本
の
う

ち
で
も
最
も
後
の
形
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｄ

本
を
含
め
改
め
て
諸
本
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
松
本
氏
に
よ
っ
て
Ｃ

類
に
独
自
の
増
補
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
本
文
が
、
古
態
を
残
す
Ｄ
本
と
共

通
す
る
箇
所
と
し
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
蓬
左
文
庫
本
の
本
文
を
諸
本
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
Ｃ
類
の
位
置
付
け
を
再
検
討
し
た
い
。

二
、
物
語
構
成
の
展
開 

Ｃ
類
の
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
Ｄ
本
で
あ
る
永
正
絵
巻
か

ら
、
他
の
諸
本
へ
と
至
る
な
か
で
、
物
語
と
し
て
ど
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ

た
の
か
を
ま
ず
は
確
認
し
た
い
。
Ｄ
類
に
対
し
Ａ
類
で
は
、
文
章
表
現
や
登

場
人
物
の
心
情
な
ど
が
簡
略
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
筋
書
き
が
単
純

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
一
四
）
。
こ
こ

で
は
、
筋
書
き
の
単
純
化
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
を
詳
し
く
確
認

し
て
ゆ
く
。

二‐

一
、
筋
書
き
の
簡
略
化

次
頁
に
挙
げ
た
【
諸
本
構
成
対
応
表
】
は
、
『
し
ぐ
れ
』
の
冒
頭
か
ら
、

中
将
の
縁
談
話
が
持
ち
上
が
る
場
面
ま
で
の
構
成
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

（
注
一
五
）
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
類
に
つ
い
て
は
、
構
成
に
大
き
な
違
い
は
な
い

が
、
Ｄ
類
本
と
比
べ
る
と
、
細
か
い
記
事
の
移
動
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
と

り
わ
け
、
場
面
が
大
臣
邸
に
移
っ
て
か
ら
（
表

～

）
の
入
れ
替
え
は
激

し
い
。

末松美咲



類本 類本 類本 類本

左大臣家の紹介 左大臣家の紹介 左大臣家の紹介 左大臣家の紹介

妹君の清水寺参籠 妹君の清水寺参籠 妹君の清水寺参籠 妹君の清水寺参籠

時雨降る中での出会い 時雨降る中での出会い 時雨降る中での出会い 時雨降る中での出会い

中将の懸想 ×（別当の懸想） 中将の懸想 中将の懸想

中将、隣の局を垣間見する × 中将、隣の局を垣間見す

る

中将、隣の局を垣間見す

る中将文を遣るが女君拒否 中将文を遣るが女君拒否 中将文を遣るが女君拒否 中将文を遣るが女君拒否

妹君と女君の局の様子 × × ×

女君の素性 ▼ × ×

別当と乳母の相談 別当と乳母の相談（女君の素性） 別当と乳母の相談 別当と乳母の相談

計画を娘に語る乳母 計画を娘に語る乳母 計画を娘に語る乳母 計画を娘に語る乳母

母と姉の退出した隙に姫君を

助ける侍従

母と姉の退出した隙に

姫君を助ける侍従

母と姉の退出した隙に姫

君を助ける侍従

母と姉の退出した隙に姫

君を助ける侍従

侍従、隣の局に助けを求める 侍従、隣の局に助けを

求める

侍従、隣の局に助けを求

める

侍従、隣の局に助けを求

める

中将、姫君を匿い、捜しにきた

乳母らを追い返す

中将、姫君を匿い、捜し

にきた乳母らを追い返す

中将、姫君を匿い、捜し

にきた乳母らを追い返す

中将、姫君を匿い、捜し

にきた乳母らを追い返す

別当に報告する乳母 別当に報告する乳母 × ×

別当、姫君を捜そうとするが叶

わず

別当、姫君を捜そうとす

るが叶わず

別当、姫君を捜そうとす

るが叶わず

別当、姫君を捜そうとす

るが叶わず

▼ 乳母ら帰京 乳母ら帰京 乳母ら帰京

中将、女君を連れて清水を出る 中将、女君を連れて清水

を出る

中将、女君を連れて清水

を出る

中将、女君を連れて清水

を出る

父邸に到着し、女君とともに臥

す

父邸に到着し、女君ととも

に臥す

父邸に到着し、女君とと

もに臥す

父邸に到着し、女君とと

もに臥す

▼ 中将と姫君、手水を使う 中将と姫君、手水を使う 中将と姫君、手水を使う

▼ 琴をめぐるやりとり 琴をめぐるやりとり 琴をめぐるやりとり

中将を呼ぶ父大臣 × × ×

中将と姫君、手水を使う ▲ ▲ ▲

中将、両親に妹君のことを報告 中将、両親に妹君のこと

を報告

中将、両親に妹君のこと

を報告

中将、両親に妹君のこと

を報告

左大将の姫君との結婚を勧め

る

父大臣

▼ ▼ ▼

乳母と中将のやりとり

（おといを召す）

▼ ▼ ▼

母君に問われ報告する乳母 × × ×

中将と侍従のやりとり

（女君の素性、別当の件）

中将と侍従のやりとり

（女君の素性）

中将と侍従のやりとり

（女君の素性）

中将と侍従のやりとり

（女君の素性）

▲ 中将、乳母を呼びおとい

を召す

中将、乳母を呼びおとい

を召す

中将、乳母を呼びおとい

を召す

▼ 姫君の美しさに感激する

乳母

姫君の美しさに感激する

乳母

姫君の美しさに感激する

乳母

▼ 母君に女君のことを報告

する乳母

× ×

おといを参らせる おといを参らせる おといを参らせる おといを参らせる

姫君の美しさに感激する乳母 ▲ ▲ ▲

妹君とのやりとり × × ×

中将、姫君と歌のやりとり × × ×

× 清水での文のこと × ×

母君に女君のことを報告する

乳母

▲ × ×

× 降雪の折、縁談を決める

父大臣と大将

雨宿りの折、縁談を決め

る父大臣と大将

雨宿りの折、縁談を決め

る父大臣と右大臣

× 父大臣と母君のやりとり 父大臣と母君のやりとり 父大臣と母君のやりとり

中将に縁談について告げる父

大臣

中将に縁談について告げる

父大臣

中将に縁談について告げ

る父大臣

中将に縁談について告げ

る父大臣

女君のもとに戻る・琴について ▲ ▲ ▲

乳母ら帰京 ▲ ▲ ▲

父大臣の立腹・母君とのやりと

り

× × ×

母君に強要され、文を書く中将 母君に強要され、文を書く

中将

母君に強要され、文を書

く中将

母君に強要され、文を書

く中将

女君に縁談について打ち明け

る・嘆く二人

女君に縁談について打ち明ける・

嘆く二人

女君に縁談について打ち

明ける・嘆く二人

女君に縁談について打ち

明ける・嘆く二人

乳
母
と
別
当
の
企
み

中
将
と
姫
君

乳
母
と
お
と
い

【諸本構成対応表】×は該当記事がないこと、▲は前出、▼は後出を示す。

縁
談
話

永
正
絵
巻
で
は
、
中
将
が
女
君
を
父
大
臣
邸
に
連
れ
帰
っ
た
後
、
女
君
と

中
将
だ
け
で
な
く
、
父
大
臣
、
母
君
、
中
将
の
乳
母
と
の
や
り
と
り
な
ど
、

場
面
が
複
雑
に
切
り
替
わ
る
。
こ
れ
に
対
し
他
本
は
、
同
一
登
場
人
物
の
出

番
を
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
物
語
の
筋
を
単
純
化
し
て
い
る
。
例

え
ば
永
正
絵
巻
で
は
、
女
君
と
中
将
が
父
大
臣
邸
で
戯
れ
て
い
る
場
面
（
表

）
の
後
に
、
女
君
の
乳
母
の
帰
京
が
語
ら
れ
て
い
る
（
表

）
。
そ
し
て
、

そ
の
す
ぐ
後
に
再
度
父
大
臣
邸
で
の
や
り
と
り
に
移
っ
て
い
る
（
表

）
。

一
方
で
、
Ａ
本
か
ら
Ｃ
本
で
は
女
君
の
乳
母
の
帰
京
を
別
当
と
の
一
件
の
最

後
に
位
置
付
け
て
い
る
（
表

）
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
別
当
と
乳
母
の

企
み
の
流
れ
の
中
に
乳
母
の
帰
京
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
筋

を
整
理
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
筋
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
、
こ
の
表
に
お
い
て
他
に

も
見
ら
れ
る
。
永
正
絵
巻
は
、
女
君
と
中
将
の
交
流
を
随
所
に
挿
入
し
て
い

る
（
表

・

）
が
、
他
本
で
は
中
将
が
女
君
を
大
臣
邸
に
連
れ
帰
っ
て
き

た
直
後
に
ま
と
め
て
い
る
（
表

・

）
。
中
将
の
乳
母
と
、
そ
の
娘
で
姫

君
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
お
と
い
に
関
し
て
の
記
述
も
同
様
で
あ
る
。

永
正
絵
巻
で
は
、
中
将
の
乳
母
や
お
と
い
の
登
場
は
段
階
的
に
語
ら
れ
る
（
表

・

・

・

）
の
に
対
し
、
Ａ
～
Ｃ
本
で
は
そ
の
記
述
を
一
か
所
に
ま

と
め
て
い
る
（
表

～

）
。
こ
れ
も
や
は
り
、
物
語
の
展
開
を
簡
略
に
し

よ
う
と
す
る
意
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
Ａ
～
Ｂ
類
の
本
文
が
、
永
正
絵
巻
に
は
な
い

場
面
を
あ
ら
た
に
創
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
将
に
左
大
将
家

の
姫
君
と
の
縁
談
話
が
持
ち
上
が
る
展
開
の
中
で
見
ら
れ
る
。

永
正
絵
巻
に
お
い
て
は
、
中
将
が
清
水
寺
か
ら
女
君
を
連
れ
帰
っ
て
き
た

直
後
に
、
す
で
に
左
大
将
家
の
姫
君
と
の
縁
談
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
（
表

）
が
、
中
将
は
そ
れ
を
紛
ら
わ
し
な
が
ら
女
君
と
過
ご
し
て
い
た
。
そ
し

て
女
君
と
過
ご
す
中
で
次
第
に
縁
談
の
話
が
進
ん
で
ゆ
き
、
最
終
的
に
は
母

君
に
強
要
さ
れ
て
、
左
大
将
家
の
姫
君
宛
て
に
文
を
書
く
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
（
表

）
。
一
方
Ａ
～
Ｃ
本
で
は
、
中
将
の
縁
談
話
へ
と
物
語
が
展
開

す
る
に
際
し
て
、
父
大
臣
と
左
大
将
が
縁
談
を
取
り
決
め
る
と
い
う
場
面
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
表

）
。
こ
こ
で
は
、
出
仕
し
た
父
大
臣
が

帰
る
折
、
空
模
様
が
悪
く
帰
り
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
、
左
大
将
が
や
っ
て
き
て

縁
談
の
話
を
持
ち
掛
け
る
と
い
う
、
永
正
絵
巻
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
場
面

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
父
大
臣
が
帰
っ
て
く
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
中
将

を
呼
ん
で
縁
談
の
話
を
告
げ
、
左
大
将
の
姫
君
に
文
を
書
か
せ
る
の
で
あ
る

（
表

～

）
。

こ
の
よ
う
に
、
物
語
内
で
伏
線
を
張
り
つ
つ
徐
々
に
話
が
膨
ら
ん
で
い
く

永
正
絵
巻
に
比
べ
、
簡
略
化
さ
れ
た
Ａ
～
Ｄ
本
で
は
、
次
々
に
物
語
が
展
開

し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
を
見
て
み
る
と
、
①
姫
君
の
乳
母
の
た
く

ら
み→

②
大
臣
邸
に
逃
れ
た
中
将
と
姫
君
の
生
活→

③
姫
君
の
世
話
の
た
め

に
中
将
の
乳
母
と
お
と
い
が
参
上→

④
中
将
に
持
ち
上
が
る
縁
談
と
、
分
か

り
や
す
く
物
語
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
傾
向
は
物
語
全
体
を
通
し
て
確
認
で
き
、
永
正
絵
巻
に
お
い
て
は
入

り
組
ん
で
い
る
物
語
中
盤
の
大
臣
邸
や
内
裏
に
お
け
る
場
面
展
開
も
、
Ａ
～

類本 類本 類本 類本

左大臣家の紹介 左大臣家の紹介 左大臣家の紹介 左大臣家の紹介

妹君の清水寺参籠 妹君の清水寺参籠 妹君の清水寺参籠 妹君の清水寺参籠

時雨降る中での出会い 時雨降る中での出会い 時雨降る中での出会い 時雨降る中での出会い

中将の懸想 ×（別当の懸想） 中将の懸想 中将の懸想

中将、隣の局を垣間見する × 中将、隣の局を垣間見す

る

中将、隣の局を垣間見す

る中将文を遣るが女君拒否 中将文を遣るが女君拒否 中将文を遣るが女君拒否 中将文を遣るが女君拒否

妹君と女君の局の様子 × × ×

女君の素性 ▼ × ×

別当と乳母の相談 別当と乳母の相談（女君の素性） 別当と乳母の相談 別当と乳母の相談

計画を娘に語る乳母 計画を娘に語る乳母 計画を娘に語る乳母 計画を娘に語る乳母

母と姉の退出した隙に姫君を

助ける侍従

母と姉の退出した隙に

姫君を助ける侍従

母と姉の退出した隙に姫

君を助ける侍従

母と姉の退出した隙に姫

君を助ける侍従

侍従、隣の局に助けを求める 侍従、隣の局に助けを

求める

侍従、隣の局に助けを求

める

侍従、隣の局に助けを求

める

中将、姫君を匿い、捜しにきた

乳母らを追い返す

中将、姫君を匿い、捜し

にきた乳母らを追い返す

中将、姫君を匿い、捜し

にきた乳母らを追い返す

中将、姫君を匿い、捜し

にきた乳母らを追い返す

別当に報告する乳母 別当に報告する乳母 × ×

別当、姫君を捜そうとするが叶

わず

別当、姫君を捜そうとす

るが叶わず

別当、姫君を捜そうとす

るが叶わず

別当、姫君を捜そうとす

るが叶わず

▼ 乳母ら帰京 乳母ら帰京 乳母ら帰京

中将、女君を連れて清水を出る 中将、女君を連れて清水

を出る

中将、女君を連れて清水

を出る

中将、女君を連れて清水

を出る

父邸に到着し、女君とともに臥

す

父邸に到着し、女君ととも

に臥す

父邸に到着し、女君とと

もに臥す

父邸に到着し、女君とと

もに臥す

▼ 中将と姫君、手水を使う 中将と姫君、手水を使う 中将と姫君、手水を使う

▼ 琴をめぐるやりとり 琴をめぐるやりとり 琴をめぐるやりとり

中将を呼ぶ父大臣 × × ×

中将と姫君、手水を使う ▲ ▲ ▲

中将、両親に妹君のことを報告 中将、両親に妹君のこと

を報告

中将、両親に妹君のこと

を報告

中将、両親に妹君のこと

を報告

左大将の姫君との結婚を勧め

る

父大臣

▼ ▼ ▼

乳母と中将のやりとり

（おといを召す）

▼ ▼ ▼

母君に問われ報告する乳母 × × ×

中将と侍従のやりとり

（女君の素性、別当の件）

中将と侍従のやりとり

（女君の素性）

中将と侍従のやりとり

（女君の素性）

中将と侍従のやりとり

（女君の素性）

▲ 中将、乳母を呼びおとい

を召す

中将、乳母を呼びおとい

を召す

中将、乳母を呼びおとい

を召す

▼ 姫君の美しさに感激する

乳母

姫君の美しさに感激する

乳母

姫君の美しさに感激する

乳母

▼ 母君に女君のことを報告

する乳母

× ×

おといを参らせる おといを参らせる おといを参らせる おといを参らせる

姫君の美しさに感激する乳母 ▲ ▲ ▲

妹君とのやりとり × × ×

中将、姫君と歌のやりとり × × ×

× 清水での文のこと × ×

母君に女君のことを報告する

乳母

▲ × ×

× 降雪の折、縁談を決める

父大臣と大将

雨宿りの折、縁談を決め

る父大臣と大将

雨宿りの折、縁談を決め

る父大臣と右大臣

× 父大臣と母君のやりとり 父大臣と母君のやりとり 父大臣と母君のやりとり

中将に縁談について告げる父

大臣

中将に縁談について告げる

父大臣

中将に縁談について告げ

る父大臣

中将に縁談について告げ

る父大臣

女君のもとに戻る・琴について ▲ ▲ ▲

乳母ら帰京 ▲ ▲ ▲

父大臣の立腹・母君とのやりと

り

× × ×

母君に強要され、文を書く中将 母君に強要され、文を書く

中将

母君に強要され、文を書

く中将

母君に強要され、文を書

く中将

女君に縁談について打ち明け

る・嘆く二人

女君に縁談について打ち明ける・

嘆く二人

女君に縁談について打ち

明ける・嘆く二人

女君に縁談について打ち

明ける・嘆く二人

乳
母
と
別
当
の
企
み

中
将
と
姫
君

乳
母
と
お
と
い

【諸本構成対応表】×は該当記事がないこと、▲は前出、▼は後出を示す。

縁
談
話

『しぐれ』物語の展開



永
正
絵
巻
で
は
、
中
将
が
女
君
を
父
大
臣
邸
に
連
れ
帰
っ
た
後
、
女
君
と

中
将
だ
け
で
な
く
、
父
大
臣
、
母
君
、
中
将
の
乳
母
と
の
や
り
と
り
な
ど
、

場
面
が
複
雑
に
切
り
替
わ
る
。
こ
れ
に
対
し
他
本
は
、
同
一
登
場
人
物
の
出

番
を
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
物
語
の
筋
を
単
純
化
し
て
い
る
。
例

え
ば
永
正
絵
巻
で
は
、
女
君
と
中
将
が
父
大
臣
邸
で
戯
れ
て
い
る
場
面
（
表

）
の
後
に
、
女
君
の
乳
母
の
帰
京
が
語
ら
れ
て
い
る
（
表

）
。
そ
し
て
、

そ
の
す
ぐ
後
に
再
度
父
大
臣
邸
で
の
や
り
と
り
に
移
っ
て
い
る
（
表

）
。

一
方
で
、
Ａ
本
か
ら
Ｃ
本
で
は
女
君
の
乳
母
の
帰
京
を
別
当
と
の
一
件
の
最

後
に
位
置
付
け
て
い
る
（
表

）
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
別
当
と
乳
母
の

企
み
の
流
れ
の
中
に
乳
母
の
帰
京
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
筋

を
整
理
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
筋
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
、
こ
の
表
に
お
い
て
他
に

も
見
ら
れ
る
。
永
正
絵
巻
は
、
女
君
と
中
将
の
交
流
を
随
所
に
挿
入
し
て
い

る
（
表

・

）
が
、
他
本
で
は
中
将
が
女
君
を
大
臣
邸
に
連
れ
帰
っ
て
き

た
直
後
に
ま
と
め
て
い
る
（
表

・

）
。
中
将
の
乳
母
と
、
そ
の
娘
で
姫

君
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
お
と
い
に
関
し
て
の
記
述
も
同
様
で
あ
る
。

永
正
絵
巻
で
は
、
中
将
の
乳
母
や
お
と
い
の
登
場
は
段
階
的
に
語
ら
れ
る
（
表

・

・

・

）
の
に
対
し
、
Ａ
～
Ｃ
本
で
は
そ
の
記
述
を
一
か
所
に
ま

と
め
て
い
る
（
表

～

）
。
こ
れ
も
や
は
り
、
物
語
の
展
開
を
簡
略
に
し

よ
う
と
す
る
意
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
Ａ
～
Ｂ
類
の
本
文
が
、
永
正
絵
巻
に
は
な
い

場
面
を
あ
ら
た
に
創
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
将
に
左
大
将
家

の
姫
君
と
の
縁
談
話
が
持
ち
上
が
る
展
開
の
中
で
見
ら
れ
る
。

永
正
絵
巻
に
お
い
て
は
、
中
将
が
清
水
寺
か
ら
女
君
を
連
れ
帰
っ
て
き
た

直
後
に
、
す
で
に
左
大
将
家
の
姫
君
と
の
縁
談
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
（
表

）
が
、
中
将
は
そ
れ
を
紛
ら
わ
し
な
が
ら
女
君
と
過
ご
し
て
い
た
。
そ
し

て
女
君
と
過
ご
す
中
で
次
第
に
縁
談
の
話
が
進
ん
で
ゆ
き
、
最
終
的
に
は
母

君
に
強
要
さ
れ
て
、
左
大
将
家
の
姫
君
宛
て
に
文
を
書
く
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
（
表

）
。
一
方
Ａ
～
Ｃ
本
で
は
、
中
将
の
縁
談
話
へ
と
物
語
が
展
開

す
る
に
際
し
て
、
父
大
臣
と
左
大
将
が
縁
談
を
取
り
決
め
る
と
い
う
場
面
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
表

）
。
こ
こ
で
は
、
出
仕
し
た
父
大
臣
が

帰
る
折
、
空
模
様
が
悪
く
帰
り
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
、
左
大
将
が
や
っ
て
き
て

縁
談
の
話
を
持
ち
掛
け
る
と
い
う
、
永
正
絵
巻
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
場
面

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
父
大
臣
が
帰
っ
て
く
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
中
将

を
呼
ん
で
縁
談
の
話
を
告
げ
、
左
大
将
の
姫
君
に
文
を
書
か
せ
る
の
で
あ
る

（
表

～

）
。

こ
の
よ
う
に
、
物
語
内
で
伏
線
を
張
り
つ
つ
徐
々
に
話
が
膨
ら
ん
で
い
く

永
正
絵
巻
に
比
べ
、
簡
略
化
さ
れ
た
Ａ
～
Ｄ
本
で
は
、
次
々
に
物
語
が
展
開

し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
を
見
て
み
る
と
、
①
姫
君
の
乳
母
の
た
く

ら
み→

②
大
臣
邸
に
逃
れ
た
中
将
と
姫
君
の
生
活→

③
姫
君
の
世
話
の
た
め

に
中
将
の
乳
母
と
お
と
い
が
参
上→

④
中
将
に
持
ち
上
が
る
縁
談
と
、
分
か

り
や
す
く
物
語
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
傾
向
は
物
語
全
体
を
通
し
て
確
認
で
き
、
永
正
絵
巻
に
お
い
て
は
入

り
組
ん
で
い
る
物
語
中
盤
の
大
臣
邸
や
内
裏
に
お
け
る
場
面
展
開
も
、
Ａ
～

末松美咲



Ｃ
本
で
は
記
事
を
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
点
が
頻
繁
に
切
り
替
わ

ら
な
い
よ
う
筋
を
単
純
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二‐

二
、
段
階
的
な
展
開―

蓬
左
文
庫
本
系
統
の
位
置
づ
け 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
物
語
の
構
成
改
編
の
傾
向
を
検
討
す
る
た
め
、
永
正

絵
巻
と
の
比
較
に
Ａ
～
Ｃ
類
本
を
一
括
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
次
に
、
Ｃ
類

本
で
あ
る
蓬
左
文
庫
本
を
軸
と
し
て
、
Ｃ
類
本
独
自
の
記
事
に
着
目
し
た
い
。

そ
れ
に
よ
り
、
Ｃ
類
本
が
Ｂ
類
本
よ
り
も
さ
ら
に
前
段
階
の
構
成
を
示
し
て

お
り
、
そ
こ
に
構
成
改
編
の
意
識
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

金
光
氏
は
先
の
論
文
の
な
か
で
、
Ｂ
類
本
と
Ｃ
類
本
に
、
Ａ
類
本
に
は
見

ら
れ
な
い
女
君
と
中
将
の
妹
君
の
交
流
の
場
面
が
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、

Ｄ
類
本
に
は
女
君
と
妹
君
と
の
交
流
が
細
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
は
他
の
諸
本
が
人
間
関
係
や
心
理
描
写
を
簡
略
化
す
る
に
当
た
っ

て
妹
君
と
の
交
流
場
面
を
切
り
捨
て
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
一
部
だ
け
が
残

っ
た
も
の
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
類
・
Ｃ
類
が
過
渡
的
な

形
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
注
一
六
）
。

こ
の
妹
君
と
の
交
流
と
同
じ
よ
う
に
、
過
渡
的
な
形
を
示
す
箇
所
が
他
に

も
見
ら
れ
る
。
特
に
、
Ｃ
類
本
に
お
い
て
、
永
正
絵
巻
発
見
以
前
は
独
自
の

増
補
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
本
文
が
、
む
し
ろ
古
い
形
を
残
し
て
い
た
と
分
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
女
君
に
対
面
し
た
中
将
の
乳
母
が
、
母
君
に

女
君
の
こ
と
を
報
告
す
る
場
面
を
取
り
上
げ
る
（
前
掲
表

）
。
こ
の
場
面

は
、
Ａ
類
本
お
よ
び
Ｂ
類
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
位
置
は
異
な
る

が
、
永
正
絵
巻
に
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
掲
表

）
。
こ
れ
は
や

は
り
、
物
語
が
簡
略
化
さ
れ
る
に
従
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
っ
た
描
写
が
、

Ｃ
類
に
は
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
永
正
絵
巻
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
（
注
一
七
）
。

播
磨
の
乳
母
、
母
上
に
申
す
や
う
、
「
中
将
殿
の
御
方
に
お
は
す
る

人
は
、
ま
め
や
か
に
比
ひ
な
く
美
し
う
見
え
給
へ
。
傍
ら
光
る
心
地
ぞ

し
給
へ
る
。
よ
も
今
は
余
の
心
地
も
あ
ら
じ
。
あ
り
が
た
く
ま
ぼ
ら
れ

給
ふ
。
多
く
の
人
を
見
侍
れ
ど
も
、
か
か
る
人
を
こ
そ
見
侍
ら
ね
」
と

申
せ
ば
、
「
心
苦
し
き
こ
と
か
な
。
昨
日
も
大
将
殿
に
会
ひ
て
十
一
月

十
六
日
と
定
め
ら
れ
け
る
を
。
殿
も
良
き
こ
と
に
思
は
れ
た
め
れ
ば
、

良
し
と
は
世
に
聞
こ
え
じ
」
と
嘆
き
給
ふ
。

（
永
正
絵
巻
）

こ
こ
で
は
、
中
将
の
乳
母
が
女
君
の
す
ば
ら
し
さ
を
母
君
に
報
告
し
て
い
る

が
、
母
君
は
大
将
家
の
姫
君
と
の
縁
談
を
気
に
し
て
、
女
君
に
つ
い
て
は
「
心

苦
し
き
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
（
注
一
八
）
。

さ
て
乳
母
大
臣
殿
へ
参
り
、
北
の
御
方
に
申
や
う
、
「
中
将
殿
ま
れ

人
を
こ
そ
見
参
ら
せ
侍
り
。
御
か
た
ち
世
に
優
れ
、
な
の
め
な
ら
ず
に

い
つ
く
し
く
此
世
の
人
と
も
思
え
ず
。
あ
ま
り
に
類
少
な
く
わ
た
ら
せ

給
ふ
ほ
ど
に
、
一
時
ば
か
り
ま
ほ
り
参
ら
せ
て
、
御
前
を
立
去
り
か
ね

た
る
な
ん
」
と
申
け
れ
ば
、
北
の
御
方
は
「
中
将
い
つ
と
な
く
心
あ
こ

が
れ
て
眺
め
が
ち
に
て
侍
り
つ
る
と
、
い
と
よ
き
事
に
や
な
ん
」
と
ぞ

お
ほ
せ
け
る
。

（
蓬
左
文
庫
本
）

蓬
左
文
庫
本
で
は
、
女
君
に
つ
い
て
報
告
す
る
中
将
の
乳
母
に
、
母
君
は
「
い

と
よ
き
事
に
や
な
ん
」
と
返
し
て
い
る
。
こ
れ
は
永
正
絵
巻
と
は
全
く
異
な

る
反
応
で
あ
る
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
蓬
左
文
庫
本
に
お
い
て
は
、

こ
の
時
点
で
は
ま
だ
大
将
家
の
姫
君
と
の
縁
談
話
は
持
ち
上
が
っ
て
お
ら

ず
、
中
将
は
独
り
身
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
母
君
が
女
君
の
存
在
を
嘆
く
理

由
は
な
い
た
め
、
母
君
の
反
応
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
蓬
左
文
庫
本
で
記

事
の
位
置
を
入
れ
替
え
、
時
系
列
を
整
え
た
た
め
に
起
こ
っ
た
独
自
の
改
編

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
構
成
を
意
識
的
に
改
編
し
よ
う
と
す
る
痕
跡
が
う
か
が

え
る
。

ま
た
前
掲
表

に
お
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
、
女
君
と
中
将
が
清
水
寺

で
の
文
に
つ
い
て
や
り
と
り
を
す
る
場
面
が
あ
る
。

か
く
て
中
将
殿
、
姫
君
の
御
髪
を
遣
り
て
寄
り
添
ひ
、
「
さ
て
清
水

に
て
御
文
を
参
ら
せ
つ
る
に
、
御
手
も
触
れ
ず
し
て
捨
て
さ
せ
お
は
せ

ま
せ
し
事
、
あ
ま
り
御
情
け
な
か
り
し
」
と
の
給
へ
ば
、
侍
従
聞
き
て
、

「
い
ざ
と
よ
、
我
は
知
り
奉
ら
ず
」
と
申
け
れ
ば
、
「
女
房
み
な
み
な

立
ち
出
で
し
後
に
や
な
ん
。
こ
れ
と
知
り
せ
ば
別
当
へ
入
れ
参
ら
せ
ま

じ
き
も
の
を
な
ん
」
と
戯
れ
さ
せ
給
へ
ば
、
姫
君
も
な
ん
聞
き
侍
る
ら

ん
、
「
い
な
や
何
の
浮
き
事
ぞ
や
」
と
て
寄
り
ふ
し
給
へ
ば
、
侍
従
心

に
思
ふ
や
う
、
「
あ
は
れ
お
も
ふ
ま
ま
な
る
御
中
か
な
。
こ
れ
を
親
と

姉
に
見
せ
参
ら
す
る
事
な
り
せ
ば
、
い
か
に
喜
び
給
ひ
な
ん
や
」
と
ぞ

思
ひ
け
る
。

（
蓬
左
文
庫
本
）

こ
の
場
面
は
、
Ｃ
類
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
永
正
絵
巻
で
は
、

同
じ
位
置
に
中
将
が
女
君
と
は
じ
め
て
歌
の
や
り
と
り
を
す
る
場
面
が
あ
る

（
表

）
。
そ
こ
で
は
蓬
左
文
庫
本
の
よ
う
な
清
水
で
の
文
の
話
は
出
て
こ

な
い
が
、
記
事
の
位
置
が
近
い
点
や
、
歌
の
や
り
と
り
に
関
す
る
話
を
し
て

い
る
点
な
ど
か
ら
、
こ
れ
も
や
は
り
古
い
形
の
名
残
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
永
正
絵
巻
で
は
、
大
臣
邸
で
の
生
活
に
お
い
て
中
将
と

女
君
と
の
仲
睦
ま
じ
い
戯
れ
が
度
々
描
か
れ
て
い
る
が
、
Ａ
類
本
や
Ｂ
類
本

で
は
そ
う
し
た
中
将
と
女
君
の
交
流
の
ほ
と
ん
ど
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い

る
。
蓬
左
文
庫
本
の
こ
の
二
人
の
交
流
の
記
事
は
、
物
語
が
さ
ら
に
梗
概
化

し
て
い
く
前
段
階
の
構
成
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｄ
本
で
あ
る
永
正
絵
巻
か
ら
他
の
諸
本
へ
と
至

る
段
階
で
、
意
識
的
な
構
成
の
改
変
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
改
編
の
方
法
は
、

頻
繁
に
視
点
が
切
り
替
わ
る
永
正
絵
巻
の
記
事
を
入
れ
替
え
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
筋
に
な
る
よ
う
簡
略
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

段
階
を
示
す
も
の
と
し
て
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
永
正
絵
巻
の
名
残
と
考
え
ら

れ
る
場
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｃ
類
は
Ｂ
類
よ
り
も

一
段
階
古
い
本
文
を
残
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
本
文
表
現
の
展
開 

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
複
雑
な
場
面
構
成
を
持
つ
永
正
絵
巻
か
ら
他

の
諸
本
へ
の
展
開
の
な
か
で
、
物
語
場
面
が
恣
意
的
に
入
れ
替
え
ら
れ
、
筋

書
き
が
単
純
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
蓬
左
文
庫
本

『しぐれ』物語の展開



蓬
左
文
庫
本
で
は
、
女
君
に
つ
い
て
報
告
す
る
中
将
の
乳
母
に
、
母
君
は
「
い

と
よ
き
事
に
や
な
ん
」
と
返
し
て
い
る
。
こ
れ
は
永
正
絵
巻
と
は
全
く
異
な

る
反
応
で
あ
る
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
蓬
左
文
庫
本
に
お
い
て
は
、

こ
の
時
点
で
は
ま
だ
大
将
家
の
姫
君
と
の
縁
談
話
は
持
ち
上
が
っ
て
お
ら

ず
、
中
将
は
独
り
身
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
母
君
が
女
君
の
存
在
を
嘆
く
理

由
は
な
い
た
め
、
母
君
の
反
応
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
蓬
左
文
庫
本
で
記

事
の
位
置
を
入
れ
替
え
、
時
系
列
を
整
え
た
た
め
に
起
こ
っ
た
独
自
の
改
編

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
構
成
を
意
識
的
に
改
編
し
よ
う
と
す
る
痕
跡
が
う
か
が

え
る
。

ま
た
前
掲
表

に
お
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
、
女
君
と
中
将
が
清
水
寺

で
の
文
に
つ
い
て
や
り
と
り
を
す
る
場
面
が
あ
る
。

か
く
て
中
将
殿
、
姫
君
の
御
髪
を
遣
り
て
寄
り
添
ひ
、
「
さ
て
清
水

に
て
御
文
を
参
ら
せ
つ
る
に
、
御
手
も
触
れ
ず
し
て
捨
て
さ
せ
お
は
せ

ま
せ
し
事
、
あ
ま
り
御
情
け
な
か
り
し
」
と
の
給
へ
ば
、
侍
従
聞
き
て
、

「
い
ざ
と
よ
、
我
は
知
り
奉
ら
ず
」
と
申
け
れ
ば
、
「
女
房
み
な
み
な

立
ち
出
で
し
後
に
や
な
ん
。
こ
れ
と
知
り
せ
ば
別
当
へ
入
れ
参
ら
せ
ま

じ
き
も
の
を
な
ん
」
と
戯
れ
さ
せ
給
へ
ば
、
姫
君
も
な
ん
聞
き
侍
る
ら

ん
、
「
い
な
や
何
の
浮
き
事
ぞ
や
」
と
て
寄
り
ふ
し
給
へ
ば
、
侍
従
心

に
思
ふ
や
う
、
「
あ
は
れ
お
も
ふ
ま
ま
な
る
御
中
か
な
。
こ
れ
を
親
と

姉
に
見
せ
参
ら
す
る
事
な
り
せ
ば
、
い
か
に
喜
び
給
ひ
な
ん
や
」
と
ぞ

思
ひ
け
る
。

（
蓬
左
文
庫
本
）

こ
の
場
面
は
、
Ｃ
類
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
永
正
絵
巻
で
は
、

同
じ
位
置
に
中
将
が
女
君
と
は
じ
め
て
歌
の
や
り
と
り
を
す
る
場
面
が
あ
る

（
表

）
。
そ
こ
で
は
蓬
左
文
庫
本
の
よ
う
な
清
水
で
の
文
の
話
は
出
て
こ

な
い
が
、
記
事
の
位
置
が
近
い
点
や
、
歌
の
や
り
と
り
に
関
す
る
話
を
し
て

い
る
点
な
ど
か
ら
、
こ
れ
も
や
は
り
古
い
形
の
名
残
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
永
正
絵
巻
で
は
、
大
臣
邸
で
の
生
活
に
お
い
て
中
将
と

女
君
と
の
仲
睦
ま
じ
い
戯
れ
が
度
々
描
か
れ
て
い
る
が
、
Ａ
類
本
や
Ｂ
類
本

で
は
そ
う
し
た
中
将
と
女
君
の
交
流
の
ほ
と
ん
ど
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い

る
。
蓬
左
文
庫
本
の
こ
の
二
人
の
交
流
の
記
事
は
、
物
語
が
さ
ら
に
梗
概
化

し
て
い
く
前
段
階
の
構
成
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｄ
本
で
あ
る
永
正
絵
巻
か
ら
他
の
諸
本
へ
と
至

る
段
階
で
、
意
識
的
な
構
成
の
改
変
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
改
編
の
方
法
は
、

頻
繁
に
視
点
が
切
り
替
わ
る
永
正
絵
巻
の
記
事
を
入
れ
替
え
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
筋
に
な
る
よ
う
簡
略
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

段
階
を
示
す
も
の
と
し
て
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
永
正
絵
巻
の
名
残
と
考
え
ら

れ
る
場
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｃ
類
は
Ｂ
類
よ
り
も

一
段
階
古
い
本
文
を
残
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
本
文
表
現
の
展
開 

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
複
雑
な
場
面
構
成
を
持
つ
永
正
絵
巻
か
ら
他

の
諸
本
へ
の
展
開
の
な
か
で
、
物
語
場
面
が
恣
意
的
に
入
れ
替
え
ら
れ
、
筋

書
き
が
単
純
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
蓬
左
文
庫
本

末松美咲



は
簡
略
化
さ
れ
た
構
成
を
持
つ
本
文
の
な
か
で
も
比
較
的
多
く
の
場
面
を
有

し
て
お
り
、
永
正
絵
巻
か
ら
他
本
へ
と
至
る
過
渡
期
的
な
構
成
を
持
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
物
語
の
構
成
だ
け
で
な
く
、
本
文
表
現
の
上
か
ら
も
同
じ
こ

と
が
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
物
語
本
文
の
展
開
に
つ
い
て
確
認
し
た

い
。蓬

左
文
庫
本
は
、
永
正
写
本
や
Ｂ
類
本
に
比
べ
、
会
話
文
に
よ
っ
て
物
語

が
展
開
し
て
い
く
箇
所
が
多
い
。
次
に
挙
げ
る
場
面
は
、
女
君
に
懸
想
し
た

清
水
寺
の
別
当
が
、
女
君
の
乳
母
に
語
ら
い
、
女
君
を
奪
う
計
画
を
立
て
る

場
面
で
あ
る
。

さ
る
程
に
別
当
は
か
く
と
見
る
よ
り
そ
の
面
影
忘
れ
が
た
く
、
さ
ら

ぬ
体
に
て
局
の
あ
た
り
を
休
ら
ひ
て
、
人
も
出
で
よ
か
し
と
目
を
つ
け

て
見
る
と
こ
ろ
に
、
女
房
四
五
人
連
れ
て
出
で
け
れ
ば
、
喜
び
て
、
そ

の
中
に
お
と
な
し
き
女
房
を
傍
ら
へ
呼
び
寄
せ
て
申
け
る
は
、
「
い
づ

く
よ
り
御
参
り
ぞ
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
乳
母
申
や
う
、
「
こ
れ
は
過
ぎ

に
し
頃
、
三
條
の
中
納
言
き
ん
さ
ね
と
申
せ
し
人
の
御
娘
に
て
お
は
し

ま
す
が
、
い
か
な
る
御
事
に
や
、
父
母
一
度
に
隠
れ
給
ひ
て
、
そ
の
後

わ
ら
は
が
育
く
み
ば
か
り
に
て
、
今
ま
で
育
て
て
ま
い
ら
せ
候
」
と
申

け
れ
ば
、
別
当
、
「
あ
な
い
た
は
し
や
、
中
納
言
殿
に
も
恐
れ
な
が
ら

少
し
親
し
く
は
ん
べ
る
物
を
。
さ
て
は
そ
れ
に
て
お
は
し
ま
す
か
。
さ

ら
ば
こ
な
た
へ
入
ら
せ
給
へ
」
と
て
、
傍
ら
な
る
座
敷
へ
呼
び
入
れ
て
、

種
々
の
肴
を
と
と
の
へ
、
酒
を
す
す
め
て
、
唐
綾
の
小
袖
一
重
と
り
い

だ
し
て
、
乳
母
に
と
ら
せ
て
申
や
う
、
「
さ
て
も
中
納
言
殿
わ
た
ら
せ

給
ふ
ほ
ど
は
、
つ
ね
に
三
條
へ
も
参
り
つ
る
に
、
か
く
な
ら
せ
給
ひ
て

後
は
、
御
行
方
を
も
聞
か
ま
ほ
し
く
は
は
ん
べ
れ
ど
も
、
い
つ
も
隙
な

き
身
に
て
今
ま
で
過
ま
い
ら
せ
は
ん
べ
り
。
嬉
し
く
も
た
だ
今
見
あ
ひ

申
も
の
か
な
。
さ
て
姫
君
は
御
門
へ
ま
い
り
給
ふ
か
」
と
申
け
れ
ば
、

乳
母
、
「
父
母
ま
し
ま
さ
ば
こ
そ
ま
た
け
〳
〵

（

マ

マ

）

し
く
親
し
き
方
も
わ
た

ら
せ
給
は
ず
。
誰
も
て
は
や
し
御
宮
仕
ひ
な
ど
も
は
ん
べ
る
べ
き
」
と

申
け
れ
ば
、
別
当
、
「
い
た
は
し
や
。
さ
て
は
い
つ
と
な
く
な
が
め
が

ち
に
て
お
は
し
ま
す
べ
き
。
心
苦
し
き
よ
。
何
か
は
苦
し
か
る
べ
き
。

わ
が
宿
所
へ
入
れ
ま
い
ら
せ
給
へ
か
し
。
乳
母
を
は
じ
め
て
十
人
わ
た

ら
せ
給
ふ
と
も
、
ゆ
め
ゆ
め
を
ろ
か
に
は
な
ん
ど
」
と
、
や
や
細
々
と

申
け
れ
ば
、
乳
母
心
に
思
ふ
や
う
、
中
納
言
殿
に
も
ゆ
か
り
有
人
な
れ

ば
、
何
か
苦
し
か
る
べ
き
。
さ
ら
ば
と
思
ひ
て
、
「
わ
が
身
は
か
く
と

思
ひ
申
せ
と
も
、
若
き
者
ど
も
に
申
あ
は
せ
、
や
が
て
案
内
申
さ
ん
」

と
細
々
と
契
り
て
出
で
に
け
り
。

（
蓬
左
文
庫
本
）

こ
の
長
文
で
描
写
さ
れ
る
別
当
と
乳
母
と
の
や
り
と
り
に
対
し
、
永
正
写
本

で
は
、
非
常
に
簡
潔
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
（
注
一
九
）
。

さ
る
ほ
ど
に
、
清
水
の
別
当
、
此
姫
君
を
見
た
て
ま
つ
り
て
、
乳
母

に
と
り
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
申
け
り
。

（
永
正
写
本
）

記
述
の
分
量
が
大
き
く
異
な
る
が
、
次
に
挙
げ
る
永
正
絵
巻
の
本
文
と
比
較

す
る
と
、
蓬
左
文
庫
本
は
簡
潔
な
本
文
を
増
補
し
た
も
の
で
は
な
く
、
古
い

形
か
ら
展
開
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
姫
君
は
、
左
衛
門
督
の
一
人
持
ち
給
ひ
て
、
も
て
か
し

づ
き
、
「
我
が
位
高
く
な
り
な
ば
、
必
ず
内
へ
参
ら
せ
ん
」
な
ど
お
ぼ

し
給
ひ
し
ほ
ど
に
、
こ
の
君
十
ば
か
り
の
ほ
ど
に
て
、
父
失
せ
給
ふ
。

幼
き
御
心
に
悲
し
う
お
ぼ
す
に
、
ま
た
う
ち
続
き
、
母
上
隠
れ
さ
せ
給

ひ
ぬ
。
一
方
な
ら
ぬ
思
ひ
に
、
も
ろ
と
も
に
死
な
れ
ぬ
身
を
恨
み
て
、

「
様
を
も
変
へ
ば
や
」
と
お
ぼ
せ
ど
、
乳
母
制
し
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
心
な

ら
で
年
月
を
は
か
な
く
過
ぎ
給
ひ
に
け
り
。

さ
て
も
、
こ
の
清
水
の
別
当
、
こ
の
乳
母
を
年
頃
知
り
た
る
上
、
物

詣
で
に
見
奉
り
て
、
い
か
に
せ
ん
と
思
ひ
詫
び
て
、
こ
の
乳
母
に
よ
ろ

づ
心
を
尽
く
し
申
す
や
う
、
「
こ
の
姫
君
、
我
に
盗
ま
せ
給
へ
。
命
の

あ
ら
ん
限
り
は
、
い
か
に
も
い
か
に
も
扱
ひ
聞
こ
え
ん
。
そ
こ
に
も
思

ふ
様
に
あ
ら
せ
ん
」
な
ど
、
や
う
や
う
に
責
め
け
れ
ば
、
乳
母
思
ふ
や

う
、
「
父
母
も
お
は
せ
ぬ
人
な
れ
ば
、
い
み
じ
き
御
扱
ひ
も
あ
ら
ん
や
。

法
師
と
い
ふ
ば
か
り
こ
そ
あ
れ
、
若
く
見
目
よ
く
、
品
も
貴
な
る
人
の

筋
に
て
あ
る
な
り
」
な
ど
思
ひ
て
、
「
げ
に
我
も
あ
り
よ
か
り
」
な
ど

思
ひ
、
「
さ
も
」
と
契
る
。

（
永
正
絵
巻
）

永
正
絵
巻
を
並
べ
て
み
る
と
、
蓬
左
文
庫
本
の
別
当
と
乳
母
の
長
い
会
話
文

は
、
永
正
絵
巻
に
近
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
蓬
左
文
庫
本
は
、

直
前
に
あ
っ
た
姫
君
の
素
性
を
語
る
文
を
、
別
当
と
の
や
り
と
り
の
中
で
会

話
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
会
話
文
を
通
じ
て
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
蓬
左
文
庫
本
に
は
、
こ
の
後
乳
母
が
二
人
の
娘
に
語
ら
う
中
で
、
永
正

絵
巻
の
傍
線
部
と
類
似
し
た
「
法
師
と
申
御
身
い
か
が
と
ば
か
り
な
り
。
品

も
気
高
く
抗
え
ぬ
に
て
お
は
す
ぞ
か
し
」
と
い
う
言
葉
も
見
え
、
永
正
絵
巻

の
本
文
の
名
残
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
で
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
永
正
写
本
お
よ
び
Ｂ
類
本
に
お
い
て
は

別
当
の
描
写
が
省
略
さ
れ
、
別
当
は
ほ
と
ん
ど
人
格
を
持
た
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
描
写
の
省
略
は
永
正
写
本
に
著
し
い
。
蓬
左

文
庫
本
と
比
較
し
て
も
、
侍
従
や
内
侍
の
描
写
が
削
ら
れ
る
な
ど
、
よ
り
中

心
的
な
人
物
た
ち
に
物
語
を
焦
点
化
し
、
梗
概
化
し
て
い
く
傾
向
が
み
え
る
。

こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
こ
の
後
に
続
く
場
面
で
も
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
次
の
本
文
は
、
清
水
寺
の
別
当
と
姫
君
の
乳
母
が
つ
い
に
計
画

を
決
行
す
る
夜
、
乳
母
が
出
か
け
た
隙
を
見
計
ら
い
、
侍
従
が
女
君
に
計
画

を
打
ち
明
け
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
僧
都
は
、
美
し
か
り
つ
る
御
あ
り
さ
ま
の
み
忙
し
く
お
ぼ
え
け
れ

ば
、
日
の
暮
る
る
も
心
も
と
な
く
思
ふ
ほ
ど
に
、
僧
都
の
、
「
物
言
は

ん
」
と
言
は
せ
け
れ
ば
、
心
得
て
、
「
侍
従
は
御
前
に
候
ひ
給
へ
。
誰

も
同
じ
こ
と
な
れ
ば
、
仏
の
御
前
へ
参
ら
ん
」
と
て
、
二
人
は
出
で
ぬ
。

侍
従
は
「
嬉
し
き
隙
か
な
」
と
思
ひ
て
、
「
申
さ
ん
に
つ
け
て
い
か
ば

か
り
お
ぼ
し
召
さ
ん
と
、
心
憂
く
侍
り
つ
れ
ど
も
、
御
心
得
候
は
ざ
ら

ん
も
無
下
に
口
惜
し
く
侍
れ
ば
、
か
か
る
こ
と
の
候
ふ
は
、
い
か
が
さ

せ
給
ふ
べ
き
。
親
の
こ
と
を
か
く
申
せ
ば
、
そ
ら
恐
ろ
し
く
侍
れ
ど
」

と
言
ふ
を
聞
き
給
ふ
御
心
、
も
の
も
覚
え
給
は
ず
。

（
永
正
絵
巻
）

こ
こ
で
の
侍
従
の
台
詞
に
は
、
女
君
に
あ
り
の
ま
ま
告
げ
る
こ
と
の
心
苦
し

さ
や
、
親
の
こ
と
を
告
げ
口
す
る
恐
ろ
し
さ
な
ど
が
語
ら
れ
て
お
り
、
侍
従

『しぐれ』物語の展開



さ
て
、
こ
の
姫
君
は
、
左
衛
門
督
の
一
人
持
ち
給
ひ
て
、
も
て
か
し

づ
き
、
「
我
が
位
高
く
な
り
な
ば
、
必
ず
内
へ
参
ら
せ
ん
」
な
ど
お
ぼ

し
給
ひ
し
ほ
ど
に
、
こ
の
君
十
ば
か
り
の
ほ
ど
に
て
、
父
失
せ
給
ふ
。

幼
き
御
心
に
悲
し
う
お
ぼ
す
に
、
ま
た
う
ち
続
き
、
母
上
隠
れ
さ
せ
給

ひ
ぬ
。
一
方
な
ら
ぬ
思
ひ
に
、
も
ろ
と
も
に
死
な
れ
ぬ
身
を
恨
み
て
、

「
様
を
も
変
へ
ば
や
」
と
お
ぼ
せ
ど
、
乳
母
制
し
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
心
な

ら
で
年
月
を
は
か
な
く
過
ぎ
給
ひ
に
け
り
。

さ
て
も
、
こ
の
清
水
の
別
当
、
こ
の
乳
母
を
年
頃
知
り
た
る
上
、
物

詣
で
に
見
奉
り
て
、
い
か
に
せ
ん
と
思
ひ
詫
び
て
、
こ
の
乳
母
に
よ
ろ

づ
心
を
尽
く
し
申
す
や
う
、
「
こ
の
姫
君
、
我
に
盗
ま
せ
給
へ
。
命
の

あ
ら
ん
限
り
は
、
い
か
に
も
い
か
に
も
扱
ひ
聞
こ
え
ん
。
そ
こ
に
も
思

ふ
様
に
あ
ら
せ
ん
」
な
ど
、
や
う
や
う
に
責
め
け
れ
ば
、
乳
母
思
ふ
や

う
、
「
父
母
も
お
は
せ
ぬ
人
な
れ
ば
、
い
み
じ
き
御
扱
ひ
も
あ
ら
ん
や
。

法
師
と
い
ふ
ば
か
り
こ
そ
あ
れ
、
若
く
見
目
よ
く
、
品
も
貴
な
る
人
の

筋
に
て
あ
る
な
り
」
な
ど
思
ひ
て
、
「
げ
に
我
も
あ
り
よ
か
り
」
な
ど

思
ひ
、
「
さ
も
」
と
契
る
。

（
永
正
絵
巻
）

永
正
絵
巻
を
並
べ
て
み
る
と
、
蓬
左
文
庫
本
の
別
当
と
乳
母
の
長
い
会
話
文

は
、
永
正
絵
巻
に
近
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
蓬
左
文
庫
本
は
、

直
前
に
あ
っ
た
姫
君
の
素
性
を
語
る
文
を
、
別
当
と
の
や
り
と
り
の
中
で
会

話
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
会
話
文
を
通
じ
て
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
蓬
左
文
庫
本
に
は
、
こ
の
後
乳
母
が
二
人
の
娘
に
語
ら
う
中
で
、
永
正

絵
巻
の
傍
線
部
と
類
似
し
た
「
法
師
と
申
御
身
い
か
が
と
ば
か
り
な
り
。
品

も
気
高
く
抗
え
ぬ
に
て
お
は
す
ぞ
か
し
」
と
い
う
言
葉
も
見
え
、
永
正
絵
巻

の
本
文
の
名
残
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
で
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
永
正
写
本
お
よ
び
Ｂ
類
本
に
お
い
て
は

別
当
の
描
写
が
省
略
さ
れ
、
別
当
は
ほ
と
ん
ど
人
格
を
持
た
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
描
写
の
省
略
は
永
正
写
本
に
著
し
い
。
蓬
左

文
庫
本
と
比
較
し
て
も
、
侍
従
や
内
侍
の
描
写
が
削
ら
れ
る
な
ど
、
よ
り
中

心
的
な
人
物
た
ち
に
物
語
を
焦
点
化
し
、
梗
概
化
し
て
い
く
傾
向
が
み
え
る
。

こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
こ
の
後
に
続
く
場
面
で
も
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
次
の
本
文
は
、
清
水
寺
の
別
当
と
姫
君
の
乳
母
が
つ
い
に
計
画

を
決
行
す
る
夜
、
乳
母
が
出
か
け
た
隙
を
見
計
ら
い
、
侍
従
が
女
君
に
計
画

を
打
ち
明
け
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
僧
都
は
、
美
し
か
り
つ
る
御
あ
り
さ
ま
の
み
忙
し
く
お
ぼ
え
け
れ

ば
、
日
の
暮
る
る
も
心
も
と
な
く
思
ふ
ほ
ど
に
、
僧
都
の
、
「
物
言
は

ん
」
と
言
は
せ
け
れ
ば
、
心
得
て
、
「
侍
従
は
御
前
に
候
ひ
給
へ
。
誰

も
同
じ
こ
と
な
れ
ば
、
仏
の
御
前
へ
参
ら
ん
」
と
て
、
二
人
は
出
で
ぬ
。

侍
従
は
「
嬉
し
き
隙
か
な
」
と
思
ひ
て
、
「
申
さ
ん
に
つ
け
て
い
か
ば

か
り
お
ぼ
し
召
さ
ん
と
、
心
憂
く
侍
り
つ
れ
ど
も
、
御
心
得
候
は
ざ
ら

ん
も
無
下
に
口
惜
し
く
侍
れ
ば
、
か
か
る
こ
と
の
候
ふ
は
、
い
か
が
さ

せ
給
ふ
べ
き
。
親
の
こ
と
を
か
く
申
せ
ば
、
そ
ら
恐
ろ
し
く
侍
れ
ど
」

と
言
ふ
を
聞
き
給
ふ
御
心
、
も
の
も
覚
え
給
は
ず
。

（
永
正
絵
巻
）

こ
こ
で
の
侍
従
の
台
詞
に
は
、
女
君
に
あ
り
の
ま
ま
告
げ
る
こ
と
の
心
苦
し

さ
や
、
親
の
こ
と
を
告
げ
口
す
る
恐
ろ
し
さ
な
ど
が
語
ら
れ
て
お
り
、
侍
従

末松美咲



の
揺
れ
る
胸
の
内
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
、

次
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
別
当
は
、
今
宵
か
な
ら
ず
と
言
ひ
定
め
、
暮
る
る
を
待
ち
か
ね
、

い
つ
か
り
し
面
影
さ
ら
に
身
を
た
ち
離
れ
ず
、
人
の
申
事
も
耳
に
も
入

ら
ず
、
う
つ
つ
心
も
な
く
迎
へ
と
る
べ
き
心
の
み
待
ち
か
ね
て
い
給
ひ

け
る
。
さ
て
乳
母
、
少
納
言
は
「
今
日
は
こ
と
さ
ら
仏
の
御
前
に
て
御

祈
祷
申
さ
ん
と
思
ふ
な
り
。
侍
従
は
御
伽
申
せ
」
と
て
い
ら
へ
け
る
有

様
、
慌
た
だ
し
き
ほ
ど
な
り
。
侍
従
は
ふ
と
い
か
な
る
事
か
あ
ら
ん
と

心
苦
し
く
て
、
「
申
か
ね
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
御
い
た
は
し
く
思
ひ
ま

い
ら
せ
て
、
親
の
事
を
か
や
う
に
申
あ
げ
候
へ
ば
、
仏
も
憎
く
お
ぼ
す

ら
ん
と
恐
ろ
し
く
候
へ
ど
も
、
か
う
か
う
の
事
を
謀
り
申
な
り
。
さ
こ

そ
は
口
惜
し
く
お
ぼ
し
め
さ
ん
と
申
か
ね
は
ん
べ
れ
と
も
、
む
げ
に
口

惜
し
く
候
へ
ば
」
と
て
、
つ
ぶ
つ
ぶ
と
語
り
申
を
き
こ
し
め
し
、
心
の

内
せ
ん
か
た
な
く
、
た
だ
今
こ
ふ
す
る
わ
さ
も
が
な
と
お
ぼ
し
め
し
た

る
御
有
様
、
御
い
た
は
し
さ
た
と
へ
ん
か
た
な
し
。

（
蓬
左
文
庫
本
）

蓬
左
文
庫
本
は
、
永
正
絵
巻
と
ほ
ぼ
同
じ
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
傍
線
部
の

侍
従
の
台
詞
も
、
仏
を
持
ち
出
す
と
こ
ろ
は
中
世
的
で
は
あ
る
が
、
親
に
憚

り
な
が
ら
告
げ
口
を
す
る
と
い
う
心
の
内
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
永
正
写
本
で
は
そ
う
し
た
細
や
か
な
心
情
は
描
か
れ
な
い
。

思
ひ
わ
づ
ら
ふ
ほ
ど
に
、
や
う
う
や
う
日
も
暮
れ
ゆ
け
ば
、
母
と
少

納
言
と
は
、
姫
君
盗
ま
せ
に
別
当
の
も
と
ゑ
行
に
け
り
。
侍
従
は
御
伽

に
候
む
べ
し
と
て
行
か
ざ
り
け
り
。
侍
従
、
つ
く
づ
く
と
思
ひ
続
く
る

に
、
つ
ゐ
に
隠
れ
な
る
ま
じ
と
思
ひ
て
、
「
母
と
姉
と
は
姫
君
を
別
当

に
盗
ま
せ
に
行
き
つ
る
な
り
。
い
か
が
せ
ん
」
と
ぞ
申
け
り
。

（
永
正
写
本
）

永
正
写
本
の
侍
従
の
台
詞
は
、
親
と
女
君
双
方
に
対
し
て
の
葛
藤
が
切
り
捨

て
ら
れ
、
た
だ
事
態
を
告
げ
る
端
的
な
口
調
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
そ

れ
以
前
の
別
当
の
描
写
な
ど
も
な
く
、
よ
り
梗
概
的
な
本
文
に
な
っ
て
い
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
蓬
左
文
庫
本
は
、
永
正
絵

巻
に
見
ら
れ
る
細
か
な
や
り
と
り
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。永

正
絵
巻
が
、
王
朝
文
学
に
倣
い
細
や
か
な
心
情
表
現
を
描
い
て
い
る
こ

と
は
先
学
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
（
注
二
〇
）
。
こ
う
し
た
登
場
人
物
た

ち
の
心
情
表
現
は
、
現
存
本
に
お
い
て
最
も
梗
概
的
な
本
文
で
あ
る
永
正
写

本
へ
と
展
開
し
て
い
く
な
か
で
、
大
き
く
省
略
さ
れ
て
い
く
。
先
に
挙
げ
た

侍
従
の
台
詞
か
ら
も
、
そ
の
傾
向
は
看
て
取
れ
る
。
一
方
で
、
蓬
左
文
庫
本

に
は
、
独
自
の
方
法
で
永
正
絵
巻
の
心
情
表
現
を
引
き
継
い
で
い
る
箇
所
も

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
中
将
が
父
大
臣
の
陥
穽
に
は
ま
り
、
左
大
将
家
に
留

め
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

六
の
進
参
り
て
申
や
う
、
「
『
こ
れ
に
御
と
ど
ま
り
候
て
、
御
年
を

も
召
さ
れ
候
へ
』
と
お
ほ
せ
候
て
、
牛
飼
、
雑
色
、
御
供
の
人
々
み
な

帰
り
申
て
、
一
人
も
候
は
ず
。
た
だ
わ
た
く
し
ば
か
り
候
」
と
申
け
れ

ば
、
中
将
涙
を
は
ら
は
ら
と
流
し
給
ひ
て
、
「
だ
し
ぬ
か
れ
ぬ
」
と
思

し
召
し
、
胸
う
ち
騒
ぎ
、
涙
に
暮
れ
給
ひ
て
、
明
く
る
ま
で
大
床
に
立

ち
あ
か
し
給
ひ
て
、
つ
く
づ
く
と
案
ず
る
に
、
「
末
の
露
本
の
雫
や
、

い
な
づ
ま
よ
り
も
ほ
ど
な
き
浮
き
世
に
い
つ
ま
で
命
永
ら
へ
て
、
か
か

る
物
を
思
ふ
ら
ん
。
世
の
う
ち
と
こ
そ
契
り
し
に
、
さ
こ
そ
は
待
た
せ

給
ふ
ら
ん
。
い
た
は
し
や
」
と
せ
ん
か
た
な
く
ぞ
思
し
召
し
け
る
。

（
蓬
左
文
庫
本
）

傍
線
部
で
は
、
父
大
臣
に
謀
ら
れ
置
き
去
り
に
さ
れ
た
中
将
が
、
姫
君
の
も

と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
つ
ら
い
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
永
正

絵
巻
の
当
該
場
面
に
お
け
る
中
将
の
心
情
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

中
将
は
出
な
ん
と
し
給
へ
ど
、
人
々
み
な
帰
り
ぬ
。
暁
例
の
尋
ね
給

ふ
に
、
「
大
臣
殿
の
『
今
は
お
ぼ
ろ
け
に
は
御
出
あ
る
ま
じ
。
み
な
帰

れ
』
と
あ
り
つ
る
」
と
て
人
な
し
。
六
位
と
い
ふ
ぞ
や
御
用
や
と
て
候

ひ
け
る
。
「
さ
ば
か
り
心
に
か
け
給
へ
ば
、
い
か
な
る
こ
と
、
こ
の
君

思
ふ
給
ふ
ら
ん
。
我
あ
る
時
だ
に
、
さ
て
ゐ
た
る
も
い
み
じ
う
傍
ら
痛

げ
に
思
ひ
た
る
に
」
と
思
ひ
続
け
給
ふ
に
、
涙
も
留
ま
ら
ず
。
「
我
こ

そ
か
く
て
あ
ら
め
、
文
だ
に
遣
ら
ば
や
」
と
お
ぼ
し
て
、
わ
り
な
き
隙

に
書
き
て
、
六
位
の
進
に
遣
は
す
。
つ
く
づ
く
と
う
ち
眺
め
て
お
ぼ
し

続
く
る
に
、
「
浅
ま
し
や
。
何
事
も
こ
の
人
の
た
め
に
こ
そ
世
も
あ
ら

ま
ほ
し
け
れ
。
よ
し
な
き
こ
と
を
思
ふ
こ
と
よ
」
と
そ
ぞ
ろ
に
恨
め
し

く
お
ぼ
せ
ど
も…

（
永
正
絵
巻
）

蓬
左
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
「
末
の
露
本
の
雫
」
と
い
う
表
現
は
、
『
新
古
今

集
』
に
も
と
ら
れ
る
僧
正
遍
正
の
「
末
の
露
本
の
雫
や
世
の
中
の
後
れ
先
立

つ
た
め
し
な
る
ら
ん
（
注
二
一
）
」
を
も
と
に
中
世
広
ま
っ
た
語
で
、
『
平

家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
に
も
見
え
る
。
室
町
物
語
に
も
散
見
さ
れ
る

が
、
蓬
左
本
で
は
そ
う
し
た
類
型
表
現
を
用
い
て
、
よ
り
室
町
物
語
的
な
表

現
に
変
化
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
注
二
二
）
。
こ
の
よ
う
に
和
文
調

か
ら
中
世
の
流
行
表
現
へ
の
変
化
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
永
正
絵
巻
に
描
か

れ
る
中
将
の
心
情
を
残
そ
う
と
す
る
意
識
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
永
正

写
本
に
お
い
て
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
傍
線
部
が
な
い
。
こ
れ
は
Ｂ
類
本
も
同

様
で
あ
る
。

六
位
の
進
ま
い
り
て
申
け
る
は
、
「
『
こ
れ
に
御
と
ど
ま
り
候
へ
。
御

年
を
も
是
に
て
越
さ
せ
給
へ
』
と
て
、
御
供
の
人
々
も
、
輿
車
、
皆
々

帰
り
、
誰
も
候
は
ず
」
と
申
せ
ば
、
中
将
殿
、
涙
を
は
ら
は
ら
と
流
し

て
、
「
だ
し
ぬ
か
れ
た
り
」

に
（
マ
マ
）

思
へ
ば
、
胸
の
内
い
と
ど
苦
し
く
て
、

そ
の
ま
ま
大
床
に
立
ち
あ
か
し
給
へ
り
。

（
永
正
写
本
）

直
前
ま
で
の
本
文
表
現
は
類
似
し
て
い
る
が
、
中
将
の
心
情
部
分
が
き
れ
い

に
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
箇
所
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。

Ａ
類
・
Ｂ
類
で
は
こ
こ
で
挙
げ
た
よ
う
な
心
情
表
現
を
切
り
捨
て
、
よ
り
梗

概
化
の
道
を
辿
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
王
朝
物

語
的
な
本
文
か
ら
、
梗
概
的
・
筋
書
的
な
本
文
へ
と
、
段
階
的
に
改
変
さ
れ

て
い
く
過
程
が
看
取
で
き
よ
う
。
そ
の
中
で
、
蓬
左
文
庫
本
は
古
い
形
を
留

め
つ
つ
、
新
た
な
表
現
へ
と
転
換
し
て
い
く
過
渡
期
的
な
本
文
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『しぐれ』物語の展開



ち
あ
か
し
給
ひ
て
、
つ
く
づ
く
と
案
ず
る
に
、
「
末
の
露
本
の
雫
や
、

い
な
づ
ま
よ
り
も
ほ
ど
な
き
浮
き
世
に
い
つ
ま
で
命
永
ら
へ
て
、
か
か

る
物
を
思
ふ
ら
ん
。
世
の
う
ち
と
こ
そ
契
り
し
に
、
さ
こ
そ
は
待
た
せ

給
ふ
ら
ん
。
い
た
は
し
や
」
と
せ
ん
か
た
な
く
ぞ
思
し
召
し
け
る
。

（
蓬
左
文
庫
本
）

傍
線
部
で
は
、
父
大
臣
に
謀
ら
れ
置
き
去
り
に
さ
れ
た
中
将
が
、
姫
君
の
も

と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
つ
ら
い
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
永
正

絵
巻
の
当
該
場
面
に
お
け
る
中
将
の
心
情
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

中
将
は
出
な
ん
と
し
給
へ
ど
、
人
々
み
な
帰
り
ぬ
。
暁
例
の
尋
ね
給

ふ
に
、
「
大
臣
殿
の
『
今
は
お
ぼ
ろ
け
に
は
御
出
あ
る
ま
じ
。
み
な
帰

れ
』
と
あ
り
つ
る
」
と
て
人
な
し
。
六
位
と
い
ふ
ぞ
や
御
用
や
と
て
候

ひ
け
る
。
「
さ
ば
か
り
心
に
か
け
給
へ
ば
、
い
か
な
る
こ
と
、
こ
の
君

思
ふ
給
ふ
ら
ん
。
我
あ
る
時
だ
に
、
さ
て
ゐ
た
る
も
い
み
じ
う
傍
ら
痛

げ
に
思
ひ
た
る
に
」
と
思
ひ
続
け
給
ふ
に
、
涙
も
留
ま
ら
ず
。
「
我
こ

そ
か
く
て
あ
ら
め
、
文
だ
に
遣
ら
ば
や
」
と
お
ぼ
し
て
、
わ
り
な
き
隙

に
書
き
て
、
六
位
の
進
に
遣
は
す
。
つ
く
づ
く
と
う
ち
眺
め
て
お
ぼ
し

続
く
る
に
、
「
浅
ま
し
や
。
何
事
も
こ
の
人
の
た
め
に
こ
そ
世
も
あ
ら

ま
ほ
し
け
れ
。
よ
し
な
き
こ
と
を
思
ふ
こ
と
よ
」
と
そ
ぞ
ろ
に
恨
め
し

く
お
ぼ
せ
ど
も…

（
永
正
絵
巻
）

蓬
左
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
「
末
の
露
本
の
雫
」
と
い
う
表
現
は
、
『
新
古
今

集
』
に
も
と
ら
れ
る
僧
正
遍
正
の
「
末
の
露
本
の
雫
や
世
の
中
の
後
れ
先
立

つ
た
め
し
な
る
ら
ん
（
注
二
一
）
」
を
も
と
に
中
世
広
ま
っ
た
語
で
、
『
平

家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
に
も
見
え
る
。
室
町
物
語
に
も
散
見
さ
れ
る

が
、
蓬
左
本
で
は
そ
う
し
た
類
型
表
現
を
用
い
て
、
よ
り
室
町
物
語
的
な
表

現
に
変
化
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
注
二
二
）
。
こ
の
よ
う
に
和
文
調

か
ら
中
世
の
流
行
表
現
へ
の
変
化
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
永
正
絵
巻
に
描
か

れ
る
中
将
の
心
情
を
残
そ
う
と
す
る
意
識
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
永
正

写
本
に
お
い
て
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
傍
線
部
が
な
い
。
こ
れ
は
Ｂ
類
本
も
同

様
で
あ
る
。

六
位
の
進
ま
い
り
て
申
け
る
は
、
「
『
こ
れ
に
御
と
ど
ま
り
候
へ
。
御

年
を
も
是
に
て
越
さ
せ
給
へ
』
と
て
、
御
供
の
人
々
も
、
輿
車
、
皆
々

帰
り
、
誰
も
候
は
ず
」
と
申
せ
ば
、
中
将
殿
、
涙
を
は
ら
は
ら
と
流
し

て
、
「
だ
し
ぬ
か
れ
た
り
」

に
（
マ
マ
）

思
へ
ば
、
胸
の
内
い
と
ど
苦
し
く
て
、

そ
の
ま
ま
大
床
に
立
ち
あ
か
し
給
へ
り
。

（
永
正
写
本
）

直
前
ま
で
の
本
文
表
現
は
類
似
し
て
い
る
が
、
中
将
の
心
情
部
分
が
き
れ
い

に
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
箇
所
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。

Ａ
類
・
Ｂ
類
で
は
こ
こ
で
挙
げ
た
よ
う
な
心
情
表
現
を
切
り
捨
て
、
よ
り
梗

概
化
の
道
を
辿
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
王
朝
物

語
的
な
本
文
か
ら
、
梗
概
的
・
筋
書
的
な
本
文
へ
と
、
段
階
的
に
改
変
さ
れ

て
い
く
過
程
が
看
取
で
き
よ
う
。
そ
の
中
で
、
蓬
左
文
庫
本
は
古
い
形
を
留

め
つ
つ
、
新
た
な
表
現
へ
と
転
換
し
て
い
く
過
渡
期
的
な
本
文
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

末松美咲



結
論 以

上
、
蓬
左
文
庫
本
を
基
軸
と
し
て
、
Ｃ
類
本
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
、

諸
本
の
展
開
の
な
か
に
位
置
付
け
て
き
た
。

ま
ず
、
永
正
絵
巻
と
他
の
諸
本
の
構
成
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
、
物
語
内

で
伏
線
を
張
り
な
が
ら
複
雑
に
展
開
し
て
い
く
永
正
絵
巻
に
対
し
、
他
本
は

記
事
を
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
を
単
純
化
し
、
物
語
の
筋
を
分
か

り
や
す
く
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
途
中
で
、
蓬
左
文
庫
本
に
見
ら

れ
る
独
自
の
記
事
は
、
永
正
絵
巻
の
名
残
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
Ｃ
類
本

が
Ｂ
類
本
に
先
立
つ
形
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

次
に
、
本
文
表
現
に
着
目
し
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
永
正
絵
巻
の
登
場
人
物

た
ち
の
会
話
や
心
情
表
現
な
ど
の
描
写
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
中
世
的
な
表

現
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
う
し
た
表
現
が
Ｂ
類
本
や
Ａ
類

本
で
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
よ
り
梗
概
化
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
王
朝
物
語
的
な
本
文
か
ら
室
町
物
語
的
な
本
文
へ

の
展
開
に
は
、
い
く
つ
か
の
段
階
が
踏
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
し
ぐ
れ
』
に
お
い
て
は
、
ま
ず
物
語
の
筋
が
整
え
ら
れ
簡
略
化
し
、
本
文

表
現
も
中
世
的
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
類
本
で
は
、
登
場
人

物
た
ち
の
や
り
と
り
や
心
情
表
現
な
ど
は
簡
略
化
さ
れ
な
が
ら
も
物
語
の
流

れ
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
た
が
、
Ｂ
本
・
Ａ
本
に
お
い
て
は
細
か
な
表
現
が

切
り
捨
て
ら
れ
、
さ
ら
に
梗
概
化
の
方
向
に
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
今
回
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
和
歌
を
め
ぐ

る
改
編
や
、
Ｃ
類
本
に
見
ら
れ
る
独
特
の
表
現
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
和
歌
に
つ
い
て
は
Ａ
類
本
よ
り
も
Ｂ
・

Ｃ
類
本
が
少
な
く
、
全
て
の
段
を
通
し
て
、
Ｃ
類
本
が
Ａ
類
本
よ
り
も
古
い

形
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
Ｃ
類
本
で
は
独

自
の
長
歌
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
（
注
二
三
）
、
古
い
形
を
留
め
つ
つ
、
独
自

の
方
向
に
展
開
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
蓬
左
文
庫
本
系
統
の
本
文
は
、
現
在
二
本
の
奈
良
絵
本

で
し
か
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
古
い
伝
本
も
存
在
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容

は
版
本
と
し
て
流
布
し
た
Ｂ
類
本
系
統
よ
り
も
古
い
形
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
よ
り
簡
略
化
さ
れ
た
本
文
が
、
版
本

や
奈
良
絵
本
と
な
っ
て
流
布
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
物
語
の
形
態
と
享
受
者

層
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
問
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
梗
概
化
さ
れ
た

物
語
は
、
版
本
と
な
っ
て
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
絵
入
り
本
の
位
置
付
け
と
合
わ
せ
て
、
挿
絵
を
含
め
た
検
討
も
必
要
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

注 （
一
）
小
林
健
二
・
菊
地
仁
・
徳
田
和
夫
『
真
銅
本
「
住
吉
物
語
」
の
研
究
』

（
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
）
な
ど
。

（
二
）
金
光
桂
子
「
『
し
ぐ
れ
』
諸
本
と
永
正
絵
巻
」
（
『
時
雨
物
語
絵
巻

の
研
究
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
）
。

（
三
）
松
本
隆
信
「
擬
古
物
語
系
統
の
室
町
時
代
物
語―

「
し
ぐ
れ
」
「
若

草
」
「
桜
の
中
将
」
「
志
賀
物
語
」
外―

」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』

四
、
一
九
六
五
）
。

（
四
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
五
）
中
野
荘
次
「
風
葉
和
歌
集
考
（
下
）
」
（
『
国
語
国
文
』
三

三
、
一

九
三
三
年
）
。

（
六
）
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
（
三
省
堂
、
一

九
八
二
）
。

（
七
）
徳
田
和
夫
「
お
伽
草
子
『
し
ぐ
れ
』
永
正
絵
巻
の
紹
介
と
翻
刻
」
（
『
魅

力
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六
）
。

（
八
）
前
掲
注
（
三
）
論
文
。
こ
の
論
文
で
は
和
歌
の
数
に
よ
り
伝
本
を
Ａ

類
・
Ｂ
類
の
ふ
た
つ
に
分
類
し
、
Ｂ
類
を
さ
ら
に
三
種
に
分
け
て
い

る
。
こ
こ
で
は
Ｃ
類
は
Ｂ
類
第
三
種
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

近
年
の
研
究
成
果
や
今
回
検
討
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
Ｃ

類
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
九
）
前
掲
注
（
三
）
論
文
。

（
一
〇
）
絵
詞
研
究
会
『
時
雨
物
語
絵
巻
の
研
究
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一

六
）
。

（
一
一
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
一
二
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
一
三
）
安
達
敬
子
「
『
し
ぐ
れ
』
と
「
し
の
び
ね
」
物
語―

永
正
絵
巻
『
時

雨
も
の
語
』
を
中
心
に―

」
（
前
掲
注
（
一
〇
）
所
収
）
。

（
一
四
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
な
ど
。

（
一
五
）
こ
の
表
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
一
〇
）
所
収
の
諸
本
対
応
表
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
私
に
場
面
を
取
り
上
げ
制
作
し
た
。

（
一
六
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
一
七
）
永
正
絵
巻
の
本
文
引
用
は
、
前
掲
注
（
一
〇
）
の
釈
文
に
拠
る
。

（
一
八
）
蓬
左
文
庫
本
の
本
文
引
用
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
翻
刻
を
行
っ
た

も
の
を
用
い
た
。
そ
の
際
、
私
に
句
読
点
を
付
し
、
適
宜
漢
字
に
改

め
た
。

（
一
九
）
永
正
写
本
の
本
文
引
用
は
、
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
六
巻
所

収
「
し
ぐ
れ
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
永
正
写
本
）
」
に
拠
る
。

（
二
〇
）
前
掲
注
（
二
）
、
前
掲
注
（
一
二
）
、
新
間
水
緒
「
『
時
雨
物
語
』

と
清
水
寺
」
（
前
掲
注
（
一
〇
）
所
収
）
な
ど
。

（
二
一
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九

九
二
）
。

（
二
二
）
金
光
氏
は
、
前
掲
注
（
二
）
論
文
の
な
か
で
、
中
将
が
女
君
を
清

水
寺
か
ら
連
れ
出
す
際
の
本
文
表
現
に
お
い
て
、
永
正
絵
巻
の
和
文

調
か
ら
、
永
正
写
本
の
本
文
は
中
世
の
道
行
文
の
文
体
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
二
三
）
こ
の
長
歌
に
つ
い
て
は
、
松
本
隆
信
氏
が
前
掲
注
（
三
）
の
な
か

で
、
他
本
の
系
統
の
和
歌
に
基
づ
い
て
増
補
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
若

草
」
「
桜
の
中
将
」
「
志
賀
物
語
」
の
同
様
の
場
面
に
も
同
じ
長
歌

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
物
語
と
の
交
渉
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

『しぐれ』物語の展開



草
」
「
桜
の
中
将
」
「
志
賀
物
語
」
外―

」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』

四
、
一
九
六
五
）
。

（
四
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
五
）
中
野
荘
次
「
風
葉
和
歌
集
考
（
下
）
」
（
『
国
語
国
文
』
三

三
、
一

九
三
三
年
）
。

（
六
）
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
（
三
省
堂
、
一

九
八
二
）
。

（
七
）
徳
田
和
夫
「
お
伽
草
子
『
し
ぐ
れ
』
永
正
絵
巻
の
紹
介
と
翻
刻
」
（
『
魅

力
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六
）
。

（
八
）
前
掲
注
（
三
）
論
文
。
こ
の
論
文
で
は
和
歌
の
数
に
よ
り
伝
本
を
Ａ

類
・
Ｂ
類
の
ふ
た
つ
に
分
類
し
、
Ｂ
類
を
さ
ら
に
三
種
に
分
け
て
い

る
。
こ
こ
で
は
Ｃ
類
は
Ｂ
類
第
三
種
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

近
年
の
研
究
成
果
や
今
回
検
討
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
Ｃ

類
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
九
）
前
掲
注
（
三
）
論
文
。

（
一
〇
）
絵
詞
研
究
会
『
時
雨
物
語
絵
巻
の
研
究
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一

六
）
。

（
一
一
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
一
二
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
一
三
）
安
達
敬
子
「
『
し
ぐ
れ
』
と
「
し
の
び
ね
」
物
語―

永
正
絵
巻
『
時

雨
も
の
語
』
を
中
心
に―

」
（
前
掲
注
（
一
〇
）
所
収
）
。

（
一
四
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
な
ど
。

（
一
五
）
こ
の
表
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
一
〇
）
所
収
の
諸
本
対
応
表
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
私
に
場
面
を
取
り
上
げ
制
作
し
た
。

（
一
六
）
前
掲
注
（
二
）
論
文
。

（
一
七
）
永
正
絵
巻
の
本
文
引
用
は
、
前
掲
注
（
一
〇
）
の
釈
文
に
拠
る
。

（
一
八
）
蓬
左
文
庫
本
の
本
文
引
用
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
翻
刻
を
行
っ
た

も
の
を
用
い
た
。
そ
の
際
、
私
に
句
読
点
を
付
し
、
適
宜
漢
字
に
改

め
た
。

（
一
九
）
永
正
写
本
の
本
文
引
用
は
、
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
六
巻
所

収
「
し
ぐ
れ
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
永
正
写
本
）
」
に
拠
る
。

（
二
〇
）
前
掲
注
（
二
）
、
前
掲
注
（
一
二
）
、
新
間
水
緒
「
『
時
雨
物
語
』

と
清
水
寺
」
（
前
掲
注
（
一
〇
）
所
収
）
な
ど
。

（
二
一
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九

九
二
）
。

（
二
二
）
金
光
氏
は
、
前
掲
注
（
二
）
論
文
の
な
か
で
、
中
将
が
女
君
を
清

水
寺
か
ら
連
れ
出
す
際
の
本
文
表
現
に
お
い
て
、
永
正
絵
巻
の
和
文

調
か
ら
、
永
正
写
本
の
本
文
は
中
世
の
道
行
文
の
文
体
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
二
三
）
こ
の
長
歌
に
つ
い
て
は
、
松
本
隆
信
氏
が
前
掲
注
（
三
）
の
な
か

で
、
他
本
の
系
統
の
和
歌
に
基
づ
い
て
増
補
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
若

草
」
「
桜
の
中
将
」
「
志
賀
物
語
」
の
同
様
の
場
面
に
も
同
じ
長
歌

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
物
語
と
の
交
渉
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
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This paper discusses the text development in the “Tale of Shigure.” By focusing on the Hōsabunko 

books, in particular, I explain the specific transformation from dynasty story tex ts to Muromachi story 

texts. 

“Shigure” is a Muromachi tale that was influenced by “Shinobine,” a medieval dynasty tale. 

Although more than 30 editions exist, four main edition types can be distinguished. The first comprises 

picture scrolls with a postscript of Eisho 10 (Group D); the second is a group of manuscripts with a 

postscript of Eisho 17 （Group A); the third is a group of Tenri Library manuscripts (Group B); and the 

fourth is the Hōsabunko book type (Group C). Of these editions, Group C is positioned as a peculiar  

text that was significantly different from the popular editions. However, as research on “Shigure” has 

progressed in recent years, it is necessary to reconsider its position as a text displaying transitional 

characteristics between editions.  

In this paper, first, by examining the four types of text, I show that the composition of the Eisho 

scrolls and other editions is different. Whereas the Eisho scrolls have a complicated story structure, the 

other books simplify the content by replacing the articles and making the storyline easier to understand. 

I also point out that the original articles found in the Hōsabunko type are remnants of Eisho scrolls and 

state that a form of C-type text preceded the B-type text.  

In addition, I focus on textual expressions. In the Hōsabunko books, the characters’ expressions in 

the Eisho scrolls become medieval expressions, although they inherit conversational and emotional 

expressions. In the A type and B type, such expressions are truncated and produce only an outline as a 

story. 

Based on these facts, I explain the process whereby the story gradually changes from the D-type 

dynasty story text to the abridged outline texts of other books. In addition, I point out that the 

Hōsabunko type is positioned as a transitional text in which the old form is retained and changed to a 

new expression.  
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